
総 務 文 教 常 任 委 員 会 

 

日　時　令和６年１２月１３日（金）午前１０時から 

　　　　　　　　　　　　　　場　所　全員協議会室 

 

議　　題 

 

１　付託案件（１３件） 

 

( 1 ) 議案第８６号　射水市職員の給与に関する条例等の一部改正について 

　( 2 ) 議案第８７号　射水市立学校体育施設の開放に関する条例の一部改正について 

  ( 3 ) 議案第９４号　指定管理者の指定について（新湊総合体育館及び新湊テニスコ

ート） 

  ( 4 ) 議案第９５号　指定管理者の指定について（小杉総合体育センター） 

  ( 5 ) 議案第９６号　指定管理者の指定について（小杉体育館） 

  ( 6 ) 議案第９７号　指定管理者の指定について（大門総合体育館） 

  ( 7 ) 議案第９８号　指定管理者の指定について（大島体育館及び大島弓道場） 

  ( 8 ) 議案第９９号　指定管理者の指定について（下村体育館、下村グラウンド及び

下村テニスコート） 

  ( 9 ) 議案第１００号　指定管理者の指定について（サン・ビレッジ新湊） 

  (10) 議案第１０１号　指定管理者の指定について（パークゴルフ南郷） 

  (11) 議案第１０２号　指定管理者の指定について（下村パークゴルフ場） 

  (12) 議案第１０３号　指定管理者の指定について（下村馬事公園） 

  (13) 議案第１０４号　指定管理者の指定について（海竜スポーツランド） 

 

２　報告事項（８件） 

 

(1) 令和６年能登半島地震対応検証事業の進捗状況について  

（財務管理部　防災・資産管理課　資料１）  

(2) 県デジタルソリューション推進事業（デジポックとやま）実証実験に  

ついて  

（財務管理部　防災・資産管理課　資料２）  

(3) 射水市公共施設個別施設計画の進捗と今後の見通しについて  

（財務管理部　公共施設マネジメント推進課　資料１）  



　(4) 放生津小学校の跡地利活用基本方針の骨子案について 

（財務管理部　公共施設マネジメント推進課　資料２） 

　(5) 令和６年度公共施設及び未利用市有地等に関する民間提案事業の審査結果に 

ついて 

（財務管理部　公共施設マネジメント推進課　資料３） 

  (6) 射水市少年育成センターの今後の在り方について 

（教育委員会　学校教育課 資料１） 

  (7) フットボールセンター復旧工事の進捗状況等について 

（教育委員会　生涯学習・スポーツ課　資料１） 

  (8) 元旦マラソン事業の見直しについて 

（教育委員会　生涯学習・スポーツ課　資料２） 

 

 

３　その他 



 
 

令和６年能登半島地震対応検証事業の進捗状況について 
 
１　概要 

　　令和６年能登半島地震に係る本市の人流分析や市民アンケート調査による市民の避難
行動をはじめ、実際に行った災害対応と地域防災計画との整合性について検証を行うた
め、７月２９日に第１回「令和６年能登半島地震対応検証委員会」を立ち上げ、１１月
２２日に第３回目の委員会を開催し、市地域防災計画や各種マニュアルの見直しの方向
性を整理・検討している状況である。 

 
２　委員 

　　学識経験者や地域の代表、防災士、情報通信関係者等　計１０名 

 

３　経過及び今後の予定 

　　令和６年　７月２９日　第１回　課題等の整理 
　　　　　　　９月２６日　第２回　課題に対する対策案の整理 
　　　　　　１１月２２日　第３回　計画・マニュアル等の見直しの方向性を整理 
　　　　　　１２月定例会　検証の進捗状況報告 
　　令和７年　２月中　　　第４回　委員会として検証結果とりまとめ 
　　　　　　３月定例会　　検証結果報告 
 

４　検証内容（中間報告）  
　　第３回までの主な検証内容については、別紙１のとおり

財務管理部　防災・資産管理課　資料１　 
１２月定例会　総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日



別紙１

2024年12月

①住民の避難行動 見直しの方向性

【課題】 津波ハザードマップの理解・周知

（対策案） 徒歩による避難周知や津波想定の訓練実施、海抜表示の充実

【課題】 避難方法・手段

（対策案） 自動車避難のガイドライン作成やマイ・タイムライン作成促進

【課題】 地区ごとの避難方法の習熟

（対策案） 津波ハザードマップの周知や地区防災計画策定推進

②避難所開設・運営 見直しの方向性

【課題】 配備職員の分掌事務（避難者名簿の作成等）の対応難

（対策案） 避難所におけるデジタル技術の活用や避難所運営等

【課題】 備蓄品の不足・管理

（対策案） 避難所での備蓄スペース確保や家庭備蓄の推進

【課題】 要配慮者・避難行動要支援者への対応

（対策案） 避難所でのスペース確保や支援協力体制を確立

【課題】 女性のプライバシー等への配慮と女性視点の活用

（対策案） プライベートスペースの確保や女性運営スタッフの登用

③災害対策本部の運営 見直しの方向性

【課題】 人員確保

（対策案） 職員の参集基準の見直し

【課題】 職員分掌事務の対応難

（対策案）

【課題】 避難者等への情報伝達手段

（対策案） 屋外スピーカーだけでなく複数の周知手段を活用

④関係機関との連携、受援体制 見直しの方向性

【課題】 受援体制の機能不全

（対策案） 日常的な訓練や研修、受援体制の確認や関係機関との連携

主な検証内容（中間報告）

各担当班の自律に向けた体制の強化やデジタル技術による効率化

・マップの周知
と沿岸部に海抜
表示を拡充
・自動車避難の
ガイドラインの
検討
・地区に応じた
地区防災計画の
作成推進

・デジタル技術
を活用

・施設管理者と
協議、家庭備蓄
の周知
・避難所での要
配慮者スペース
確保や支援
・女性スタッフ
の登用

・職員参集基準
の引下げ検討

・訓練等により
役割の習熟に努
める
・防災無線の伝
達手段の検討

・支援機関との
連携確認



第３回令和６年能登半島地震対応検証委員会

令和６年11月22日
射水市

説明資料



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

① 住民の避難行動

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）

津 波 ハ ザ ー ド
マップの理解・
周知

・原則、徒歩による避難を周
知

[地域防災計画]
津波ハザードマップの普及・啓発
「射水市津波ハザードマップ」を、市ホーム
ページ、広報誌等を通じ公表し、住民への啓
発を行うとともに、ワークショップ、市政出
前講座を開催し、内容を住民に周知する。

市は、射水市津波ハザードマップを住民に周
知し、市の津波の特徴、津波の浸水範囲、避
難路、避難場所など津波災害に際する避難につ
いて、知識の普及・啓発を実施する。 また、
市は、津波からの避難対策のため津波相談窓
口を設置し、住民に対し、市の津波の特徴の
説明を行うとともに、避難意識の高揚を図る。

※地域防災計画
 災害対策基本法に基づき、地方自治体の防
災会議が作成する計画。

※地区防災計画
 市町村内の一定の地区の居住者及び事業者
（地区居住者等）が自発的に行う防災活動に
ついて定める計画。

・津波ハザードマップの普及と啓発を推
進するため、市広報で一層周知すると
ともに、各地区で市による出前講座を
行い、地区全体の防災意識の向上に努
める。【参考】出前講座回数

      R６年度（11/22現在）51回
      R3～R5年度平均      23回 

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・津波を想定した避難方法を
検討し、実効性のある訓
練を実施

・海抜表示看板を拡充（増設、
浸水深を追記）

1

・各地区において避難経路の確認や共助
を基本とする避難行動（避難の呼びか
け、要配慮者の介助）など、実践的な
津波避難訓練を継続して実施すること
により、住民一人ひとりの避難行動の
習熟度を高める。

・市は実践的な訓練について助言するな
どによる積極的支援を行い、訓練実施
を促進する。

・津波リスクのある沿岸部を中心に浸水
深や海抜を記した看板を段階的に増設
し、住民の防災意識の高揚を図る。

※下線は第２回検証委員会から追加した項目



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

2

課題

① 住民の避難行動（続き）

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）

避難方法・手段

・自動車による避難ガイドラ
インの検討

[地域防災計画]
徒歩避難の原則
落下物、道路の損傷、渋滞・交通事故等が発
生するおそれがあることから、津波発生時の避
難については、徒歩によることを原則とする。
ただし、各地域において、津波到達時間、避
難場所までの距離、要配慮者の存在、避難路
の状況等を踏まえ、やむを得ず自動車により
避難せざるを得ない場合は、市は、避難者が自
動車で安全かつ確実に避難できる方策を、警
察と調整の上、あらかじめ検討する。

[津波避難計画]
避難の原則
津波避難対象区域外のできるだけ内陸部又は
高台へ避難する。時間的・地理的要因により、
避難対象区域外に避難できない場合は、指定
緊急避難場所等を活用し避難する。

避難方法
徒歩を基本とする。ただし以下の場合は車両の
使用を認める。①高齢者や障害者などが長い
距離を避難する場合②避難者が自力で避難でき
ない等。

・人流分析結果を踏まえて、自動車によ
る避難の運用方法について検討し、自
動車による避難ガイドラインを作成す
るなど市民への周知を図る。

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・渋滞箇所をハザードマップ
に追記し、可視化するこ
とで徒歩による避難を促
進

・指定緊急避難場所の確保

・地区防災計画策定の推進に
合わせて、「マイ・タイム
ライン」の作成を促進

・ハザードマップにおいて、想定される
範囲の渋滞箇所とそのリスクを可視化
することで、車での避難を抑制し、徒
歩による迅速な避難を促進する。

・時間的・地理的要因により、避難対象
区域外に避難できない場合のリスクを
軽減するため、沿岸部を中心に指定緊
急避難場所の確保に努める。

・津波避難計画を見直すなど、地区ご
と・ケースごとの最適な避難場所・避
難方法等の情報提供を図る。また、地
区防災計画の策定と絡めて、住民一人
ひとりの「マイ・タイムライン」の作
成を促進する。



地区ごとの避難
方法の習熟

・津波ハザードマップの浸水
リスクを周知

・市で出前講座等を実施し、地区防災計
画策定のプロセスや立案の重要性等を
示す。計画作成の手引きの活用や防災
士をアドバイザーとして派遣する制度
等を活用し、計画策定を推進する。

[地域防災計画]
自主防災組織等の育成・強化
地域における防災活動の中心となる、自主防
災組織の育成・強化を図るとともに地区防災
計画の策定に努め、地域防災力の向上に努め
る。

住民に求められる津波からの避難等
避難の際、周囲に避難を開始していない人が
いたら、積極的な声かけにより避難を促すとと
もに、自らが地域における率先避難者となる
よう努めること。

[津波避難計画]
津波に対する教育・啓発及び訓練の実施
ワークショップの開催 地区ごとの状況に応じ
た津波避難計画を策定するために、地区住民等
の参画を得て、まちまわり等により避難先や
危険箇所等の確認を行う。

 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

3

課題

① 住民の避難行動（続き）

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）
地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・地域防災計画やマニュアル
等において、地区防災計
画の策定推進方法を具体
的に記載

・危険度の高い地域への積極
的な対応を検討

・津波ハザードマップの普及と啓発を推
進するため、市広報で一層周知すると
ともに、各地区で市による出前講座を
行い、地区全体の防災意識の向上に努
める。【再掲】

・避難困難地区など危険性が高いエリア
については、市が地区防災計画の策定
を優先的に働きかける。避難困難地区
では専門的な知見や幅広い検討が特に
必要であり、専門家の派遣等も含めて
計画策定に関する支援を重点的に講じ
る。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

避 難 所 の 開 設
（解錠）

課題

② 避難所開設・運営

・解錠ボックスの設置や緊急
時にガラスを割る位置を
共有

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋）

[地域防災計画]
避難所の運営主体
避難所は、避難所開設担当職員、施設管理者、
避難者（住民）の三者が協力して開設・運営す
る。ただし、震災などの大規模かつ突発的な
災害時には、住民だけでなく市職員及び施設
管理者も被災者となり、市による避難所開設
が間に合わない状況も予想されるため、避難者
による自主的な避難所運営が必要となる。こ
の場合、避難者が避難所運営の主体となり、
市及び施設管理者は、後方支援を行う。

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
避難所施設の鍵の保管
鍵の保管・管理方法等を事前に決定し、避難
所ごとに「鍵管理・緊急時連絡先一覧」を作成
し、定期的に見直し、更新する。

見直しの方向性等（案）

・沿岸部のコミュニティセンター、小中
学校を中心に地震解錠ボックスを段階
的に設置する。

・避難訓練において、避難所開設担当職
員、施設管理者、避難者（住民）の三
者協力による避難所開設・運営の訓練
を継続して実施することで、避難所の
開設（解錠）手順等の習熟を図る。

4

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・ファーストミッションボッ
クス（避難所開設・運営
の手 順  等 を ま と めた も
の）の設置

・避難所の施設職員や担当職員よりも避
難住民が早く到着した場合でも、住民
自ら施設の解錠ができるように、地震
解錠ボックスやファーストミッション
ボックスの設置と運用に関する事項を
避難所開設・運営マニュアル等に追記
し、その活用方法について住民に周知
を行う。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案

配備職員の分掌
事務（避難者名
簿の作成等）の
対応難

・避難所における人数把握、
円滑な被災者支援のため、
デジタル技術を活用した
システムの導入を検討

現行計画の対応箇所（抜粋）

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
避難者名簿の作成・管理
避難者名簿への記入は、世帯単位で避難者自
身が記入し、避難者グループの代表者または被
災者管理班に提出してもらう。受付窓口で対
応できない場合は、避難者グループ代表者に協
力を依頼し、避難者名簿への登録を徹底する。

応急避難所準備組織の立上げ
避難者の安全を確保するため、応急的な避難所
運営組織として「応急避難所準備組織」を立
ち上げ、避難所の状況確認を素早く実施する。 

見直しの方向性等（案）

・施設の運営や管理の効率化・改善に向
けて直ぐに取り組める方法等について、
デジタル技術の活用も含めて検討を進
める。

・現在、県と共同で実証実験を行ってい
るＤigi-PocTOYAMA(災害時避難者の
情報管理等）の結果を踏まえて、避難
所開設・運営や物資管理の効率化を図
る。

5

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・避難所運営組織の立ち上げ
方法や習熟方法等につい
て検討

・避難訓練において、避難所開設担当職
員、施設管理者、避難者（住民）の三
者協力による避難所開設・運営の訓練
を継続して実施することで、避難所の
開設（解錠）手順等の習熟を図る。
【再掲】

・市は実践的な訓練マニュアル等の作
成・提供などによる積極的支援を行い、
訓練実施を促進する。【再掲】



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案

避難所内の利用
区分

・施設の使用場所や備蓄品の
場所等、施設管理者・地
域・市で協議し、事前に
決定

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
避難者受入スペースの確認(事前対策)
各避難所において、避難者を受入れるスペース
（施設・部屋等）について、事前に自主防災
組織、施設管理者及び市で確認を行っておく。
特に、受入れてはならない施設・部屋や使用す
る施設・部屋の優先順位について事前に検討
を行い、相互理解を得ておくこととする。

避難所のスペースの一部に、高齢者、障がい
者等の要配慮者の専用スペースを設置できる
場所を確保し、間仕切り板、簡易ベッド、車
椅子、障がい者用トイレ、スロープ等の整備に
努める。また、発熱・咳等の症状が出た避難
者のための専用スペースを設置できる場所も
確保し、一般避難者とゾーンや動線を区別でき
るよう配慮する。

現行計画の対応箇所（抜粋）

・避難所の環境改善のため、国が示す指
針に沿って、避難所ごとに実質的な収
容可能人数を算出し、避難計画等に反
映する。

見直しの方向性等（案）
地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・避難所の適正な収容可能人
数について、施設毎の設
定が可能か検討

・ファーストミッションボッ
クスと絡めた運用 ・同上

・避難所ごとに施設の特性に合わせた利
用区分・利用規定等について三者協議
で定め、事前に地域住民への周知を図
る。また施設の利用区分・利用規定等
をファーストミッションボックスに同
梱することで、開設当初から避難者同
士で確認・共有ができるようにし、円
滑な避難所運営を図る。

6



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）
地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

避難所の運営・
運営主体等

・避難所の特性に合わせて、
避難所ごとに施設運用を
検討

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
応急避難所準備組織の立上げ
避難者の安全を確保するため、応急的な避難所
運営組織として「応急避難所準備組織」を立
ち上げ、避難所の状況確認を素早く実施する。

応急避難所準備組織の設置
ア）避難者が２０人程度集まった時点で応急的
 な組織作りを始める。
イ ）組織のリーダー１名、サブリーダー２名を
 選出する。
※ リーダーとなる人は、自治会・町内会、自
 主防災組織の役員、その他避難者から推薦
 された人

・各避難所において、三者（避難者、施
設管理者、市職員）の協力体制による
避難所運営について具体的に役割分担
等を決定する。

・実践的な訓練を継続して実施すること
で、マニュアルの改善を適宜行いつつ、
習熟を図る。
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・避難所の立ち上げにおける
リーダー選出の必要性や
選出方法を周知

・避難所運営組織のリーダー、サブリー
ダー、支援スタッフ等の役員について
事前に決めておく。また、地域の防災
訓練等を通じて習熟を図る。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）

備蓄品の不足・
管理

・デジタル技術を活用した備
蓄品の管理・運用

 [地域防災計画]
食料等の調達・確保及び防災資機材等の整備
被災者に最低限の食料、飲料水及び生活必需
品等の供給が円滑に行えるよう、現物備蓄や
流通備蓄の体制を定めておくとともに、防災
資機材等の整備を推進する。更に、要配慮者に
配慮した品目を積極的に補充する。また、震災
時に必要不可欠な最低限の食料、飲料水及び
生活必需品については、「個人で備蓄してお
くことが基本である。」という認識により、
市は、日ごろから、個人備蓄の啓発・奨励を行
う。

・施設管理者と協議を行い、備蓄品の保
管スペースの拡大と、備蓄数量の増加
を図る。

8
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・各施設に備蓄品の保管ス
ペースの確保（拡大）に
ついて協力依頼し、備蓄
数量の増に努める

・施設側と協議の上、必要な
物資の設置を検討

・家庭での備蓄の推進

・同上

・現在県と共同で実証実験を行っている
Ｄigi-PocTOYAMA(災害時避難者の情
報管理等）の結果を踏まえて、避難所
開設・運営や物資管理の効率化を図る。
【再掲】

・個人備蓄が基本であることから、出前
講座や市広報等での周知により、個人
備蓄の啓発・奨励を行い、自助の推進
を図る。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案

要配慮者・避難
行動要支援者へ
の対応

・要配慮者のため、授乳等で
利用するスペースを事前
に決めておく

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
避難者受入れスペースの確認
避難所のスペースの一部に、高齢者、障がい
者等の要配慮者の専用スペースを設置できる
場所を確保し、バリアフリー設備の整備に努め
る。

 [地域防災計画]
避難行動要支援者の支援体制の整備
避難支援等関係者に対し、あらかじめ避難行
動要支援者名簿を提供し、避難行動要支援者
に対する情報伝達体制の整備、避難支援・安否
確認体制の整備、避難訓練の実施等を一層図
るものとする。

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
要配慮者への救護（救護班の業務）
要配慮者の避難所での生活の障がいを取り除
くために、要望を聞き、必要な設備・用具を
調達する。

現行計画の対応箇所（抜粋）

・避難所の利用区分の一部として、要配
慮者の受け入れスペースについて地区
防災計画に定め、地区住民への周知を
図る。

見直しの方向性等（案）
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・避難行動要支援者に対する
地域の支援マニュアルを
作成し、支援協力体制を
確立

・要配慮者に配慮した品目を
積極的に補充することを
検討

・避難行動要支援者に係る、個別避難計
画の作成を推進し、個別避難計画に
沿った実践的な避難訓練を福祉施設等
とも連携して継続的に実施し、関係者
との協働体制の構築や支援者の習熟を
図る。

・施設関係者や実務担当者等の意見を踏
まえて、要配慮者に必要な物資の補
充・調達を検討する。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）
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女性のプライバ
シー等への配慮
と女性視点の活
用

・段ボール間仕切り等による
プライベートスペースや
更衣室、妊産婦のための
授乳室等の確保

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
避難スペースの確保
女性専用室（更衣、授乳、乳幼児室、洗濯場、
洗濯物干し場、洗面所）の確保に努める。女
性用の施設については、人の目線や導線等に
ついての配慮を行う。
避難者の最低限のプライバシーが確保されるよ
う、間仕切りやついたてなどの資機材の調達
を検討する。

避難所運営委員会
運営委員会は、自主防災組織の役員や各活動
担当の長、市災害対策本部・避難所班員、施
設管理者等で構成する。
特に、要配慮者（高齢者、障がい者、子ども
等）への支援や男女のニーズの違いなどに配
慮し、女性を積極的に登用する。

・女性のプライバシーに配慮した専用ス
ペースの確保や動線配置などについて
避難所ごとに地域の事情に応じて事前
に決めておくなど、円滑な避難所運営
に努める。

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・男女のニーズの違いなどに
配慮し、運営スタッフに
女性を積極的に登用

・セクシャルマイノリティへ
の配慮について、マニュ
アル等へ記載

・避難所運営スタッフに女性を積極的に
登用することに留意し、適切な避難所
運営体制の構築に努める。

・セクシャルマイノリティへの配慮につ
いて国や県の指針に基づき、必要に応
じて計画やマニュアル等の見直す。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）
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地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

ペット同行避難
への対応

・ケージに入れての避難や屋
外での飼育スペース等確
保

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
ペット連れの避難者への対応
ペット連れの避難者に対しては、ペットの飼育
ルールを説明するか、又はコピーを配布し、管
理の徹底を図る。ペットの飼育場所を居住ス
ペースから離れた場所に設置する。ペットの飼
育は、ペットを持ち込んだ避難者自身が行う
ものとする。

・ペットの飼育場所について、避難所開
設・運営マニュアルに沿って適切な運
用が実施されるよう、避難訓練等を通
じて習熟を図る。

・ペット同行避難所の検討 ・同上



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理
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課題

② 避難所開設・運営（続き）

対策案

避難者要望への
対応（食料・物
資の配布）

・地域防災計画等に避難先の
切り替え時期や備蓄品の
提供時期について明記

現行計画の対応箇所（抜粋）

[避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ]
食料・物資の配布
配布を行う場合には、配布ルールを決め、委
員会の協力を得てから実施する。物資や食料が
避難者数に足りない場合は、高齢者、子ども、
妊婦等の避難者へ優先的に配布する。配布に当
たっては、状況に応じて適切な方法により配布
を行う。

見直しの方向性等（案）

・食料・物資の配布について、避難所開
設・運営マニュアルに沿って適切な運
用が実施できるよう、避難訓練等を通
じて習熟を図る。 

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・各避難所での運営スタッフ
の役割の明確化及び担い
手育成について検討

・女性に配慮した物資の配布
方法について検討

・避難所運営主体となる三者の連携によ
る実践的な訓練を継続的に実施するこ
とで、運営スタッフの役割の習熟や担
い手育成を図る。

・避難所内において、女性専用の配布品
受渡しブース等をプライバシーに配慮
して設置する。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

人員確保

課題

③ 災害対策本部の運営

・職員参集基準の見直しを検
討

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋）

 [地域防災計画]
第２次非常配備、第３次非常配備の
職員参集基準

見直しの方向性等（案）

・職員参集の基準となる災害発生レベ
ルを引き下げる。

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等
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  災害発生レベル 職員参集基準

第２次
非常配備

「震度５強」
及び
「津波警報発表」

各部長、班長、係
長以上が参集
（職員総数の１/３        

程度）

第３次
非常配備

「震度６弱以上」
及び
「大津波警報発
表」

職員全員が参集

「避難所開設担当
職員」は各担当避
難所へ参集



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

③ 災害対策本部の運営（続き）

対策案

職員分掌事務の
対応難

・災害対策本部での各担当班
が自律的に機能するよう
体制を周知、確認

現行計画の対応箇所（抜粋）

[地域防災計画]
射水市職員行動マニュアルの活用・充実
災害発生時、各部各班の初動期における活動
を迅速かつ的確に行うため、修正等を行い、
充実を図る。

初動体制の習熟
初動段階の成否がその後の応急対策活動に大
きく影響することから、特に初動段階の意思決
定者、配備基準、指揮命令系統について、職
員参集訓練及び災害対策本部設置訓練を実施
し、習熟を図る。

見直しの方向性等（案）

・災害対策本部において各担当班からの
情報集約・共有を密にし、各担当班が
刻々と変化する災害状況をリアルタイ
ムで総合的に把握でき、的確な支援活
動ができるように体制の強化を図る。
また、実践的な防災訓練等を通じて習
熟を図る。 

・現行の計画に記載のとおり、実践的な
訓練を通じて、関係各部各班の役割の
習熟に努める。

・情報収集・伝達、広報活動
等でデジタル技術を活用
し、円滑かつ効果的な手
法を検討
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・情報収集・伝達、広報活動等において、
デジタル技術を活用し、双方向で情報
共有が可能なシステムを導入するなど、
通信手段の充実を図る。



[地域防災計画]
被災者等への的確な情報伝達活動
市は、情報収集・伝達手段として、特に、防
災行政無線等の無線系の整備やＩＰ通信網、
ケーブルテレビ網等の活用を図り、災害情報
を被災者等へ速やかに伝達する手段の確保に
努める。さらには、有線系や携帯電話も含め、
要配慮者にも配慮した多様な手段の整備に努
める。
また、市及び放送事業者等は、地震に関する
情報及び被災者に対する生活情報を常に伝達
できるよう、その体制及び施設、設備の整備
を図る。

防災行政無線の整備
防災行政無線のデジタル化とともに、市内全域
を網羅する防災行政無線の整備に努める。更に、
多種・多様な伝達手段等と連携した、防災情
報システムを構築する。

デジタル防災行政無線システムの活用
「デジタル防災行政無線システム」を活用して、
災害時における避難指示等の緊急情報の迅速
な伝達を行う。

・避難情報の伝達について、デジタル技
術を活用した効果的な手法について引
き続き検討する。

 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理

課題

③ 災害対策本部の運営（続き）

対策案

避難者等への情
報伝達手段

・屋外拡声子局からの放送だ
けではなく、複数の媒体
を活用した情報の伝達

現行計画の対応箇所（抜粋） 見直しの方向性等（案）
地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・フェーズごとに整理された
情報発信
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・刻々と変化する災害情報について外部
機関とも連携を取りながら収集・整理
に努め、避難者に対しフェーズごとに
的確な情報発信ができるよう体制の強
化を図る。



 計画・マニュアル等の見直しの方向性の整理
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受援体制の機能
不全

課題

④ 関係機関との連携、受援体制

・日頃から研修や訓練等を通
じた、受援体制の確認

対策案 現行計画の対応箇所（抜粋）

[地域防災計画]
相互応援体制の整備
市は、あらかじめ協定を締結するなど広域的相
互応援体制の整備充実を図る。また、国や他
の地方公共団体等からの応援職員等を迅速・
的確に受け入れて情報共有や各種調整等を行う
ため、受援計画（マニュアル）に沿って受援体
制の整備に努めるものとする。

見直しの方向性等（案）

・受援体制の流れや支援機関との連絡方
法等について双方が定期的に確認し、
防災訓練等を通じて習熟を図る。

地域防災計画・避難所開設・運営マニュアル等

・県内で共同利用が進んでい
る「被災者生活再建支援
システム」を導入するこ
とで、作業効率の向上、
職員の負担軽減を図る

・被災者生活再建支援システムを導入す
る等、応援職員を円滑に受け入れるた
めの支援体制を整備する。



第４回 検証委員会 
  
日時：２月上旬（未定）
内容：検証結果の報告
   とりまとめ
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 今後のスケジュール



 
県デジタルソリューション推進事業（デジポックとやま） 
実証実験について【避難者情報管理システムの構築】 

 
１　事業概要 

　　県はデジタルソリューション推進事業として、県の課題解決策を民間事業者から広く
募集し、実証実験を行っている。令和６年度から、県の課題だけでなく、市町村にも対
象範囲を拡大されたことから、本市として、能登半島地震での経験に基づき課題テーマ
を提出したところ、事業採択されたので、今年度に実証実験を行うもの。 
【本市が提出した課題テーマ】 

　　〇災害時における避難者の情報管理 
　　　発災時、大勢の市民が避難し、各避難所において正確な人数把握が困難であった。 
　　〇災害備蓄品の管理 
　　　各避難所へ運ぶ災害備蓄品の配分に時間を要した。 
 
２　事業実施主体及び経過等 

　　事業主体：富山県 
（デジタル化推進室デジタル戦略課） 

　　課題の提出者：射水市 
　　課題解決策の採択事業者： 

射水ケーブルネットワーク株式会社 
　　 

 
経 過 等 

令和６年　２月２２日　　防災に関する課題を提出 
　　　　　　　　５月～６月　　事業者へ事業テーマ説明 
　　　　　　　　　    　　　　本市のテーマに３０件の応募 
　　　　　　　　７月２６日　　県が採択事業者を決定 
　　　　　　　　　　※以降、定例会議や随時打合せ等実施 
　　　　　　　１１月　１日　　事業者からシステム構築中間報告 
　　　令和７年　１月中旬以降  模擬避難所受付実験（職員対象） 

　　　　　　　３月中旬以降  県にて実証実験報告 
 

３　その他  
　　提案内容については、別紙のとおり 

実証実験後、本市での導入は、令和７年度以降に検討する。

富　山　県（デジポックとやま） 

民間事業者

財務管理部　防災・資産管理課　資料２　
１２月定例会　総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日

市町村
射水市

解
決
策
提
案
・
採
択

射水
ケーブル

課
題
募
集
・
提
出

課
題
提
出
・
採
択

打 合せ 
実証実験

解
決
策
募
集
・
提
出

事
業
費
の
交
付



【避難所】

システムの全体イメージ
避難所運営オールインワンシステム

【A チェックインシステム + B 備蓄品管理システム → C 備蓄品自動配分】
【市災害対策本部】

【避難者】 【備蓄倉庫】

ॳ

⑁
ॡ
ॖ
থ

避難者
データ

マイナンバーカード

運転免許証

高齢者・幼児・子ども
   (保護者が代理入力)
何も所持品なし
  （職員が代理入力）

スマホで

入力

① 郵便番号
② 生年月日
③ 性別
④ なまえ

アプリで読み取り

OCRで読み取り

避難者数の把握

備蓄品
データ

➁
配分案作成

①入庫登録

1. 品名
2. カテゴリ
3. 数量 
4. 賞味期限

出庫表
(出庫コード)

⑥ 出庫コード照会

• 軽トラ
• 電動カート
• バイク 等

⑦ 搬送（運送班）

⑤出庫コード
 生成

④ 出庫許可
③訂正・確認

参照

QRコード
  （スマホあり）

全体最低化
数理モデルを実行

Ａ B
C

富山県立大学情報工学部
データサイエンス学科協力
のもとシステム化

73施設（1次）+41施設

52箇所
（本庁ほか
 コミセン、
 小学校等）

別紙

※各避難所の人数等と備蓄場所と備蓄品を確認し 
 て、どこの備蓄場所からどこの避難所に運搬す
 れば適正かを瞬時にコンピューター上でシミュ
 レーションして結果を出す。

※OCR
 文字などをカメラで読み取って
 テキストデータに変換するもの



 

射水市公共施設個別施設計画の進捗と今後の見通しについて 
 
　　本市の「公共施設個別施設計画（令和３年３月）」（以下「個別施設計画」）は、「公共施設再編方針（令和２年３月）」（以下「再編方針」）

で整理した各施設の方向性の実施時期や想定される選択肢等をより具体的に示し、「公共施設等総合管理計画（令和４年３月改訂）」（以下「総
合管理計画」）の着実な進捗を図ることを目的に策定している。 
　　個別施設計画の計画期間である令和３年度から１５年度までのうち、再編方針が示す実施時期の短期３年間（令和３～５年度）の取組状況

を整理するとともに、今後の各施設の具体的な取組についても、昨今の資材費や労務単価の高騰等の影響を踏まえた改修費等の再試算を行っ
た。 

 
１　公共施設等の現況 
（１）施設保有量 

　　施設保有量の主な増減要因 
・　令和３年度：七美コミュニティセンターの移転新築　　　　＋　436 ㎡ 

　　・　令和４年度：フットボールセンター整備　　　　　　　　　＋　579 ㎡ 
　　・　令和５年度：大門コミュニティセントー廃止（民間貸付）　▲1,122 ㎡ 

大門農業改善センター廃止（民間貸付）　　　▲1,163 ㎡ 
八幡保育園廃止（統合）　　　　　　　　　　▲　794 ㎡ 
アイタウン（本開発公園遊具場）整備　　　　＋　487 ㎡ 

 総合管理計画 始期 
H27 当初

個別施設計画 始期 
R３当初

再編方針 短期末 
R５末

個別施設計画 終期 
R15 末【見込み】

総合管理計画 終期 
R36 末【目標】

 延床面積 390,846㎡　 389,945㎡　 389,209㎡　 379,446㎡　 313,026㎡　
 削減面積 ‐　 901㎡　 1,637㎡　 11,400㎡　 77,820㎡　
 削減率 ‐　 0.2％　 0.4％　 2.9％　 20.0％　

財務管理部公共施設マネジメント推進課　資料１　
１２月定例会　総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日
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（２）有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率） 
　　　公共施設のほか、一般会計における全資産（道路、消雪施設等を含む。）の有形固定資産減価償却率は、類似団体内の平均を下回ってい

るものの、老朽化は進んでいる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務省：財政状況資料集） 
 
２　今後の更新等に係る経費 
　　総合管理計画では、個別施設計画等を反映した場合の将来費用推計額として、年平均４４．０億円と見込んでいるが、今後１０年間の費用

を再試算すると年平均額は５８．４億円となる。 
また、インフラ（道路、消雪、橋りょう、上水道及び下水道）についても、各インフラの長寿命化等に関する計画における長寿命化や費用

の平準化を行った場合の将来費用推計額として、年平均２９．６億円と見込んでいるが、今後１０年間の費用を再試算すると年平均額は３８．
２億円となる。 

引き続き、総合管理計画の基本目標としている「次世代に過度の負担を強いることのない、将来を見据えた本市の規模に見合った適正な公
共施設等の維持」に向けて公共施設等のマネジメントの取組を進めていく必要がある。 

 
３　個別施設計画における各施設の具体的な対策の進捗と今後の見通し 
（１）各施設の具体的な対策 
　　①　短期（Ｒ３～５）及び中期（Ｒ６～１５）の各施設の具体的な対策と実施時期は、別紙「各施設の具体的な対策と実施時期」のとおり 
　　②　引き続き、再編方針に示す各施設の方向性を基本とし、各施設の再編等の取組を進めていくこととし、再編等の対象でない施設は、長

寿命化や設備更新等を計画的に実施しながら、より安全性・利便性の高い施設として保全等を図っていく。 
　　③　令和４年度以降、主に民間提案によって施設照明のＬＥＤ化を進めているが、今後は、各施設において改修等の時期を勘案しながら計

画的に取り組んでいく。 

 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
 射水市 54.6％ 55.6％ 55.8％ 57.2％ 59.3％
 類似団体内平均 60.1％ 61.5％ 63.0％ 63.7％ 64.1％

2



 

（２）改修費等の実績と今後の見通し 
　　①　短期（Ｒ３～５）の実績 

各施設の改修費等は、個別施設計画策定時に比べ、４１２百万円増加しているが、このうち民間提案によるＬＥＤ化事業分が、４８１
百万円含まれており、実質的には６９百万円の減となっている。（ＬＥＤ化は、使用電力量の削減により、所要額以上に削減額を見込ん
でいる。） 

　　②　中期（Ｒ６～１５）の見通し 
　　　　令和６年度以降の改修費等（令和６年度分は実施済を含む。）は、再試算の結果、個別施設計画策定時に比べ、総額で１１，８１５百

万円増の５８，４３８百万円を見込んでいる。 
　　　　この内訳として、資材費や労務単価等の高騰等を主な要因とする影響額を１０，６６３百万円、新たに施設照明のＬＥＤ化に要する費

用を３６５百万円と見込んでいる。このほか、個別施設計画策定時から改修内容等の見直しに伴う影響額を７８７百万円と見込んでいる。 
（百万円） 

 短期 
（Ｒ３～５）

中期 
（Ｒ６～１５）  資材費高騰等 ＬＥＤ化 取組内容変更

 計画策定時 6,917　 46,623　 42,058　 ―　 4,565　
 再試算結果 7,329　 58,438　 52,721　 365　 5,352　
 増　減 412　 11,815　 10,663　 365　 787　
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コミュニティセンター（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 449百万円 11百万円

R6概算事業費 423百万円 11百万円

増減 -26百万円 0百万円 -26百万円 0百万円 -26百万円

概算事業費 7百万円 197百万円

R6概算事業費 10百万円 273百万円

増減 3百万円 76百万円 79百万円 0百万円 79百万円

概算事業費 7百万円 219百万円

R6概算事業費 14百万円 301百万円

増減 0百万円 7百万円 82百万円 89百万円 89百万円

概算事業費 14百万円 204百万円

R6概算事業費 19百万円 273百万円

増減 0百万円 5百万円 68百万円 73百万円 73百万円

概算事業費 12百万円 172百万円

R6概算事業費 16百万円 230百万円

増減 0百万円 4百万円 57百万円 61百万円 61百万円

概算事業費 14百万円 200百万円

R6概算事業費 7百万円 19百万円 266百万円

増減 7百万円 7百万円 5百万円 67百万円 71百万円 78百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

460百万円 0百万円 460百万円
策定時 移転新築 解体

434百万円 0百万円 434百万円
R6時点 移転新築 解体

204百万円 0百万円 204百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

283百万円 0百万円 283百万円
R6時点 実施設計 大規模改修等

0百万円 226百万円 226百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

0百万円 315百万円 315百万円
R6時点 実施設計

大規模改修等
(LED化含む)

0百万円 219百万円 219百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

0百万円 292百万円 292百万円
R6時点  実施設計

大規模改修等
(LED化含む)

0百万円 184百万円 184百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

0百万円 246百万円 246百万円
R6時点 実施設計

大規模改修等
(LED化含む)

0百万円 214百万円 214百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

7百万円 285百万円 292百万円
R6時点

大集会室
空調設備整備

実施設計
大規模改修等
(LED化含む)

8

七美
コミュニティ

センター
令和２から３年度にかけて移転新築
工事を実施

19

中太閤山
コミュニティ

センター
大規模改修を基本に施設の保全等を
図っていく。

17

池多
コミュニティ

センター
大規模改修を基本に施設の保全等を
図っていく。

11

三ケ
コミュニティ

センター
大規模改修を基本に施設の保全等を
図っていく。

14

金山
コミュニティ

センター
大規模改修を基本に施設の保全等を
図っていく。

12

戸破
コミュニティ

センター
大規模改修を基本に施設の保全等を
図っていく。

4

i203038
テキストボックス
各施設の具体的な対策と実施時期



コミュニティセンター（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 18百万円 254百万円

R6概算事業費 3百万円 24百万円 339百万円

増減 0百万円 3百万円 6百万円 85百万円 93百万円 93百万円

概算事業費

R6概算事業費 5百万円

増減 0百万円 5百万円 5百万円 5百万円

概算事業費

R6概算事業費 7百万円

増減 0百万円 7百万円 7百万円 7百万円

概算事業費

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 29百万円

増減 0百万円 29百万円 29百万円 29百万円

概算事業費

R6概算事業費 6百万円 2百万円

増減 6百万円 6百万円 2百万円 2百万円 8百万円

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

0百万円 272百万円 272百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

0百万円 365百万円 365百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計 大規模改修等

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 5百万円 5百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 7百万円 7百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 29百万円 29百万円
R6時点

空調設備更新

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

6百万円 2百万円 8百万円
R6時点

空調設備
更新

LED化
(民間提案)

20

南太閤山
コミュニティ

センター
大規模改修を基本に施設の保全等を
図っていく。

2

新湊
コミュニティ

センター

1

放生津
コミュニティ

センター

7

海老江
コミュニティ

センター

25

大門
コミュニティ

センター

5



コミュニティセンター（3）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 2百万円

増減 0百万円 2百万円 2百万円 2百万円

概算事業費

R6概算事業費 5百万円

増減 0百万円 5百万円 5百万円 5百万円

概算事業費

R6概算事業費 4百万円

増減 0百万円 4百万円 4百万円 4百万円

概算事業費

R6概算事業費 5百万円

増減 0百万円 5百万円 5百万円 5百万円

概算事業費

R6概算事業費 10百万円

増減 0百万円 10百万円 10百万円 10百万円

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 2百万円 2百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 5百万円 5百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 4百万円 4百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 5百万円 5百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 10百万円 10百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

13

橋下条
コミュニティ

センター

計画期間内に法定耐用年数に達する
が、現時点において老朽化が目立つ
状況ではないため、適切に保全しな
がら使用していく。

15

大江
コミュニティ

センター

計画期間内に法定耐用年数に達する
が、現時点において老朽化が目立つ
状況ではないため、適切に保全しな
がら使用していく。

16

黒河
コミュニティ

センター

22

櫛田
コミュニティ

センター

21

浅井
コミュニティ

センター

6



コミュニティセンター（4）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 3百万円

増減 0百万円 3百万円 3百万円 3百万円

概算事業費

多目的ホール空調
設備整備
LED化

(民間提案)

R6概算事業費 9百万円

増減 0百万円 9百万円 9百万円 9百万円

概算事業費

R6概算事業費 7百万円

増減 0百万円 7百万円 7百万円 7百万円

概算事業費

R6概算事業費 5百万円

増減 0百万円 5百万円 5百万円 5百万円

概算事業費

R6概算事業費 2百万円

増減 0百万円 2百万円 2百万円 2百万円

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 9百万円 9百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 7百万円 7百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 5百万円 5百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 2百万円 2百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

10

塚原
コミュニティ

センター

24

二口
コミュニティ

センター

18

太閤山
コミュニティ

センター

3

庄西
コミュニティ

センター

23

水戸田
コミュニティ

センター

7



コミュニティセンター（5）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 3百万円

増減 0百万円 3百万円 3百万円 3百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費 83百万円

R6概算事業費 50百万円

増減 -33百万円 -33百万円 0百万円 -33百万円

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

83百万円 0百万円 83百万円
策定時

旧コミセン
解体等

50百万円 0百万円 50百万円
R6時点

旧コミセン
解体等

5

片口
コミュニティ

センター

4

作道
コミュニティ

センター

6

堀岡
コミュニティ

センター

9

本江
コミュニティ

センター

27

下村
コミュニティ

センター

26

大島
コミュニティ

センター
(旧大島社会

福祉センター)

令和２年度に旧大島社会福祉セン
ターを改修し、令和３年５月から供
用開始

8



その他集会施設
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 5百万円 23百万円

空調改修 空調改修
屋上防水
外壁補修

2階多目的ホール 1階ホール
LED化
(民間提案)

R6概算事業費 4百万円 3百万円 7百万円

増減 -1百万円 -20百万円 -21百万円 7百万円 7百万円 -14百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費 3百万円

増減 0百万円 3百万円 3百万円 3百万円

概算事業費

R6概算事業費 0百万円 1百万円 1百万円

増減 0百万円 0百万円 1百万円 1百万円 3百万円 3百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

地域福祉課

地域福祉課

観光まちづくり課

河川・港湾課

№ 施設名
概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

28百万円 0百万円 28百万円
策定時 空調改修・外壁補修等

7百万円 7百万円 14百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点 内装等修繕

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点

LED化
(屋外照明)

LED化
(屋内照明)

1
新湊交流会館

長期的には、新湊地区の福祉活動の
場としての機能に配慮しつつ、周辺
の公共施設を含めた在り方を検討し
ていく。

2

いみず市民
交流プラザ

3

観光交流
センター

4

庄川水辺の
交流館

9



文化施設
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費 2百万円 5百万円

増減 2百万円 5百万円 7百万円 0百万円 7百万円

概算事業費

R6概算事業費 1百万円 7百万円 23百万円

増減 1百万円 7百万円 23百万円 31百万円 0百万円 31百万円

概算事業費

R6概算事業費 6百万円 42百万円

増減 6百万円 42百万円 48百万円 0百万円 48百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

・新施設を整備し、機能  移転後、廃止

・既存のいずれかの施設  への機能移転後、廃止

・集約先として大規模改  修し、存続

再編基本構想の策定（方向性を決定）

市民活躍・文化課

・新施設を整備し、機能  移転後、廃止

・既存のいずれかの施設  への機能移転後、廃止

・集約先として大規模改  修し、存続

再編基本構想の策定（方向性を決定）

市民活躍・文化課

再編基本構想の策定（方向性を決定）

市民活躍・文化課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

・再編基本構想の策定（方向性を決定）
・既存建物（又は跡地）の利活用の可能
性の調査・検討

7百万円 0百万円 7百万円
R6時点

駐輪場復旧
wi-fi AP増設

監視カメラ
更新 等

冷温水発生機
密閉ポンプ

取替 等

LED化(ﾎｰﾙ除く)

冷温水発生機
ポンプ更新 等

自動火災報知
設備更新 等

EV制御装置
修繕 等

非常用自家発
電機更新

友遊広場
外灯LED化

屋上防水 トイレ洋式化
冷温水発生機

2号機改修
冷却塔更新 等

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

・再編基本構想の策定（方向性を決定）
・既存建物（又は跡地）の利活用の可能
性の調査・検討

31百万円 0百万円 31百万円
R6時点

圧力制御器
更新

空調配管修繕
等

音響設備改修
等

音響設備改修
空調修繕

LED化(避難・誘導灯)

非常用発電機
修繕 等

LED化(ﾎｰﾙ以外)

アトリウム
昇降装置改修

自動火災報知
設備更新 等

EV制御装置
修繕

高圧受電設備
更新 等

まどかホール
照明設備更新

等

ひびきホール
床張替 等

まどかホール
床張替 等

外構タイル
張替 等

アトリウム
屋根防水

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

・再編基本構想の策定（方向性を決定）
・既存建物（又は跡地）の利活用の可能
性の調査・検討

・新施設を整備し、機能
・既存のいずれかの施設
・集約先として大規模改

 移転後、廃止
 への機能移転後、廃止
 修し、存続

48百万円 0百万円 48百万円
R6時点

ホワイエ空調
配管修繕

大ホール音響
設備改修 等

舞台照明設備
改修 等

LED化(避難・誘導灯)

GHP空調更新
等

舞台機構・
ホール音響

改修

LED化(ﾎｰﾙ以外)

楽屋空調更新

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ更新
ﾎｰﾙ音響改修 

等

ﾎｰﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
更新 等

冷温水発生機
改修

冷却塔更新

3
大門総合会館 施設の機能を維持する場合の設備等

修繕費　２７１百万円（Ｒ６～Ｒ１
５）

2

小杉文化
ホール

施設の機能を維持する場合の設備等
修繕費　３７４百万円（Ｒ６～Ｒ１
５）

1

新湊中央
文化会館

施設の機能を維持する場合の設備等
修繕費　３６８百万円（Ｒ６～Ｒ１
５）

既存建物（又は跡地）の利活用計画策定

既存建物（又は跡地）の利活用計画策定

既存建物（又は跡地）の利活用計画策定
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図書館
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

LED化

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

空調更新
(民間提案)

R6概算事業費 1百万円 101百万円

増減 -76百万円 101百万円 25百万円 11百万円 11百万円 36百万円

概算事業費

R6概算事業費 4百万円 36百万円

増減 0百万円 4百万円 36百万円 40百万円 40百万円

概算事業費

LED化

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

生涯学習・スポーツ課

77百万円

11百万円

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

・新湊中央文化会館が存 続しない場合は、他施設へ機能移転

・新湊中央文化会館が存 続する場合は、同会館内で存続

・新湊中央文化会館が存続しない場合は、他施設へ機能移転

・新湊中央文化会館が存続する場合は、同会館内で存続

生涯学習・スポーツ課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

（文化施設等再編基本構想の策定
　〔大門総合会館の方向性を決定〕）

 中央図書館に集約し廃止（転用） ・大門総合会館が存続する場
合は、スタディスペースなど
への転用を検討

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

（文化施設等再編基本構想の策定〔大門
総合会館の方向性を決定〕）方向性の確
定時期については未確定

 中央図書館に集約し廃止（転用） ・大門総合会館が存続する場
合は、スタディスペースなど
への転用を検討

77百万円 0百万円 77百万円
策定時

冷暖房設備の改修
エレベーター安全装置取付
展望デッキ改修　等

102百万円 11百万円 113百万円
R6時点

引込用CVT
ケーブル改修

展望デッキ改修
エレベーター安全装置取付

等
LED化

(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時 中央図書館に集約し廃止（転用）

・児童図書コーナーに転用

0百万円 40百万円 40百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

空調設備
更新

中央図書館に集約し廃止（転用）
・児童図書コーナーに転用

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

（文化施設等再編基本構想の策定
〔新湊中央文化会館の方向性を決定〕）

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

（文化施設等再編基本構想の策定〔新湊
中央文化会館の方向性を決定〕）方向性
の確定時期については未確定

3
正力図書館 令和13年度末までに図書館機能を廃

止する。

1
中央図書館

施設の機能を維持しつつ、文化施設
等の再編等、今後のまちづくりの検
討を進める中で在り方を検討してい
く。

4
下村図書館 令和13年度末までに図書館機能を廃

止する。

2
新湊図書館
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博物館等（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 60百万円

R6概算事業費 61百万円 81百万円 1,219百万円

増減 -42百万円 -42百万円 81百万円 1,219百万円 -60百万円 -900百万円 340百万円 298百万円

概算事業費 10百万円

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 1百万円 10百万円 12百万円 4百万円

増減 1百万円 1百万円 10百万円 12百万円 4百万円 -10百万円 15百万円 17百万円

概算事業費 11百万円 11百万円

漆喰修繕
LED化

(民間提案)

R6概算事業費 2百万円 12百万円

増減 -11百万円 -11百万円 2百万円 12百万円 -11百万円 2百万円 -9百万円

概算事業費 22百万円 321百万円

研修棟
エアコン設置

電気窯修繕 等 電気窯修繕 等

R6概算事業費 1百万円 1百万円 1百万円 15百万円 9百万円 5百万円 5百万円 3百万円 2百万円

増減 1百万円 1百万円 2百万円 1百万円 15百万円 9百万円 -17百万円 -316百万円 3百万円 2百万円 -304百万円 -302百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

103百万円 900百万円

生涯学習・スポーツ課

市民活躍・文化課

市民活躍・文化課

・大規模改修して存続  （大規模改修の場合は令和10年度を目途に実施：概算事業費 344百万円）

市民活躍・文化課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

103百万円 960百万円 1,063百万円
策定時

エリア構想
策定

屋上防水改修
二酸化炭素消火設備更新
空調機・冷温水発生器修繕　

等

実施設計・大規模改修

61百万円 1,300百万円 1,361百万円
R6時点

エリア構想
策定

屋上防水・
外壁改修等

実施設計
大規模改修

(LED化含む)

0百万円 10百万円 10百万円
策定時 外壁塗装

1百万円 25百万円 27百万円
R6時点

事務所空調
設備更新 等

エントランス
修繕 等 外壁塗装 空調更新

11百万円 11百万円 22百万円
策定時 外壁塗装 外壁塗装

0百万円 13百万円 13百万円
R6時点 外壁塗装

0百万円 344百万円 344百万円
策定時

提供サービスの見直し、
民間参入の可能性の調査・検討

・民間活力の導入

2百万円 40百万円 41百万円
R6時点

提供サービスの見直し、
民間参入の可能性の検討 LED化

電気窯更新
空調更新

外壁塗装 等
空調更新

灯油窯修繕 等

空調更新
電気窯ｵｰﾊﾞｰ

ﾎｰﾙ 等

トイレ洋式化
電気窯ｵｰﾊﾞｰ

ﾎｰﾙ

灯油窯修繕
電気窯ﾏｲｺﾝ更新

1
新湊博物館 冷温水発生機及び配管の老朽化が著

しいことから、大規模修繕を前倒し
し、合わせて照明のLED化を実施

2
小杉展示館 国登録有形文化財であることを踏ま

えた適正な保存管理が必要である。

3

竹内源造
記念館 国登録有形文化財であることを踏ま

えた適正な保存管理が必要である。

4

陶房
「匠の里」 民間活力の導入について検討を続け

る。
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博物館等（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 51百万円 722百万円

トイレ洋式化 トイレ洋式化 高圧ｹｰﾌﾞﾙ等更新

R6概算事業費 1百万円 2百万円 2百万円 7百万円 78百万円 7百万円 9百万円 38百万円 17百万円 3百万円

増減 1百万円 2百万円 3百万円 2百万円 7百万円 78百万円 7百万円 -41百万円 -683百万円 17百万円 3百万円 -610百万円 -607百万円

概算事業費

R6概算事業費 0百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円

・大規模改修して存続  （大規模改修の場合は令和11年度を目途に実施：概算事業費 772百万円）

市民活躍・文化課

生涯学習・スポーツ課

0百万円 772百万円 772百万円
策定時

・文化施設等再編基本構想の策定（方向性を
決定）
・既存建物（又は跡地）の利活用の可能性の
調査・検討

・新文化施設を整備し、  機能移転後、廃止（既存建物〔又は跡地〕の利活用計画策定）

3百万円 162百万円 166百万円
R6時点

再編基本構想の策定（方向性を決定）
ｶﾌｪ空調更新

空調熱源・中
央監視盤更新

LED化

給水ﾕﾆｯﾄ更新
トイレ洋式化

自動火災報知
設備更新 等

舞台照明調光
設備更新 等

ｼｱﾀｰ客席ｼｰﾄ
修繕 等

ホール音響
改修

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点 LED化

5
大島絵本館

6

下村民俗
資料館 大規模改修が必要になった時点で、

施設の在り方を検討する。
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スポーツ・レクリエーション系施設（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費 22百万円

増減 0百万円 22百万円 22百万円 22百万円

概算事業費

R6概算事業費 17百万円

増減 0百万円 17百万円 17百万円 17百万円

概算事業費

R6概算事業費 7百万円

増減 0百万円 7百万円 7百万円 7百万円

概算事業費 133百万円 

R6概算事業費 43百万円 182百万円

増減 0百万円 -89百万円 -2,654百万円 182百万円 3,759百万円 1,199百万円 1,199百万円

概算事業費 101百万円

R6概算事業費 67百万円 72百万円
改修132百万円
増改192百万円　

増減 67百万円 72百万円 139百万円 -101百万円 -3,069百万円 192百万円 3,952百万円 974百万円 1,113百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

他施設への機能集約や民間参入の可能性の調査・検討

生涯学習・スポーツ課

他施設への機能集約や民間参入の可能性の調査・検討

生涯学習・スポーツ課

他施設への機能集約や民間参入の可能性の調査・検討

生涯学習・スポーツ課

2,654百万円 

3,759百万円

生涯学習・スポーツ課

改修　2,027百万円
増改　3,069百万円

改修　2,716百万円
増改　3,952百万円

生涯学習・スポーツ課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

民営化又は
機能を

移転後廃止

0百万円 22百万円 22百万円
R6時点

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

民営化又は機能を
移転後廃止LED化

(廊下等)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

民営化又は
機能を

移転後廃止

0百万円 17百万円 17百万円
R6時点

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

民営化又は機能を
移転後廃止LED化

(廊下等)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

民営化又は
機能を

移転後廃止

0百万円 7百万円 7百万円
R6時点

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

民営化又は機能を
移転後廃止LED化

(廊下等)

0百万円 2,786百万円 2,786百万円
策定時 実施設計 大規模改修

0百万円 3,985百万円 3,985百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計 大規模改修

0百万円 3,170百万円 3,170百万円
策定時 実施設計

大規模改修
または増築・改修

139百万円 4,144百万円 4,283百万円
R6時点

屋上防水
補修工事

LED化
(民間提案)

実施設計
大規模改修

または増築・改修

3
小杉体育館

体育館６館⮕２館
大規模修繕をしておらず老朽化が進ん
でいる。他施設へ機能集約や民間への
譲渡を検討し、困難な場合は拠点体育
館の大規模改修が終了した後又は大規
模改修が必要になった時点で廃止・解
体する。民営化の場合、引受法人の確
保が課題

4

大門総合
体育館

体育館６館⮕２館
大規模修繕をしておらず老朽化が進ん
でいる。他施設へ機能集約や民間への
譲渡を検討し、困難な場合は拠点体育
館の大規模改修が終了した後又は大規
模改修が必要になった時点で廃止・解
体する。民営化の場合、引受法人の確
保が課題

6
下村体育館

体育館６館⮕２館
大規模修繕をしておらず老朽化が進ん
でいる。他施設へ機能集約や民間への
譲渡を検討し、困難な場合は拠点体育
館の大規模改修が終了した後又は大規
模改修が必要になった時点で廃止・解
体する。民営化の場合、引受法人の確
保が課題

1

新湊総合
体育館

体育館６館⮕２館
体育館機能の集約先として大規模改
修を実施

2

小杉総合体育
センター

体育館６館⮕２館
体育館機能の集約先として大規模改
修等を実施
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スポーツ・レクリエーション系施設（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費 11百万円

R6概算事業費 15百万円

増減 -11百万円 -11百万円 15百万円 15百万円 4百万円

概算事業費

R6概算事業費 6百万円

増減 0百万円 6百万円 6百万円 6百万円

概算事業費 12百万円 247百万円

R6概算事業費 16百万円 331百万円

増減 0百万円 4百万円 84百万円 87百万円 87百万円

概算事業費 172百万円

R6概算事業費 231百万円

増減 0百万円 -172百万円 231百万円 59百万円 59百万円

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

 ・大規模改修して存続（大規模改修の場合は令和10年度を目途に実施：概算事業費 172百万円）

 ・拠点体育館へ機能移転後廃止

生涯学習・スポーツ課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討

他施設への機能集約や
民間参入の可能性の調査・検討 0百万円 0百万円 0百万円

R6時点
他施設への機能集約や

民間参入の可能性の調査・検討

11百万円 0百万円 11百万円
策定時

機能を
移転後廃止

解体

0百万円 15百万円 15百万円
R6時点

機能を
移転後廃止

解体

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

地域への
管理移管を

検討

0百万円 6百万円 6百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

地域への管理移管を検討

0百万円 259百万円 259百万円
策定時 実施設計 大規模改修

0百万円 347百万円 347百万円
R6時点 実施設計

大規模改修
(LED化含む)

0百万円 172百万円 172百万円
策定時

拠点体育館への
移転・併設の可能性を

検討

 ・拠点体育館へ機能移転後廃止

0百万円 231百万円 231百万円
R6時点

拠点体育館への
移転・併設の可能性を検討  ・大規模改修して存続（大規模改修の場合は令和11年度を

　目途に実施：概算事業費 231百万円）

5
大島体育館 体育館６館⮕２館

他施設へ機能集約や民間への譲渡を
検討する。

7
七美体育館 隣接する七美幼稚園の今後のあり方

検討も踏まえ、協議していく。

8

サン･ビレッジ
新湊(管理棟) 地元の海老江地域振興会への移管を

検討する。

9

歌の森運動
公園野球場 存続し、機能を維持していく。

10
大島弓道場
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スポーツ・レクリエーション系施設（3）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 51百万円 1,019百万円

R6概算事業費 19百万円 132百万円

増減 0百万円 19百万円 132百万円 2,729百万円 -51百万円 -1,019百万円 1,811百万円 1,811百万円

概算事業費 8百万円 106百万円

R6概算事業費 7百万円 10百万円 142百万円

増減 0百万円 7百万円 2百万円 36百万円 45百万円 45百万円

概算事業費 4百万円 38百万円

R6概算事業費 5百万円 50百万円

増減 0百万円 1百万円 13百万円 14百万円 14百万円

概算事業費

R6概算事業費 4百万円

増減 0百万円 4百万円 4百万円 4百万円

概算事業費 1,635百万円 200百万円

R6概算事業費 1,635百万円 569百万円

増減 0百万円 0百万円 569百万円 -200百万円 369百万円 369百万円

2,729百万円

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

0百万円 1,070百万円 1,070百万円
策定時 実施設計 大規模改修

0百万円 2,881百万円 2,881百万円
R6時点

屋上防水
補修工事

実施設計
大規模改修

(LED化含む)

0百万円 114百万円 114百万円
策定時 実施設計 大規模改修

0百万円 159百万円 159百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計 大規模改修

0百万円 41百万円 41百万円
策定時 実施設計 大規模改修

0百万円 55百万円 55百万円
R6時点 実施設計

大規模改修
(LED化含む)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時 在り方検討

0百万円 4百万円 4百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

在り方検討

1,635百万円 200百万円 1,835百万円
策定時 整備 芝の更新

1,635百万円 569百万円 2,204百万円
R6時点 整備 震災復旧

11

海竜スポーツ
ランド

存続し、機能を維持していく。（堀
岡小学校プールとしての役割を担っ
ている。）

13

下村パーク
ゴルフ場

12

パークゴルフ
南郷

14
下村馬事公園

公共がサービスを提供していくこと
の必要性について見直しの余地があ
ることから、存廃を含めた在り方を
検討する。

ー

フットボール
センター
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産業系施設（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費 18百万円 260百万円

R6概算事業費 22百万円 312百万円

増減 0百万円 4百万円 52百万円 61百万円 61百万円

概算事業費 17百万円 238百万円

R6概算事業費

増減 0百万円 -17百万円 -238百万円 151百万円 151百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）
R6(2024) R7(2025)

農林水産課

農林水産課

・譲渡・売却又は廃止

・譲渡・売却又は廃止

5百万円

農林水産課 5百万円

・譲渡・売却又は廃止

61百万円 345百万円

農林水産課 61百万円 345百万円

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

民間参入の可能性の
調査・検討

(廃止) 譲渡・売却

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

民間参入の可能性の
調査・検討

(廃止)
民営化

無償貸与

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

民間参入の可能性の
調査・検討

(廃止) 譲渡・売却

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

民間参入の可能性の
調査・検討

(廃止)
民営化

無償貸与

0百万円 278百万円 278百万円
策定時

民間参入の可能性を含めた
在り方検討

・大規模改修し、存続
（大規模改修の場合は令和15年度を目途に
実施：概算事業費 278百万円）

0百万円 339百万円 339百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

民間参入の可能性を含めた
在り方検討

・大規模改修し、存続
（大規模改修の場合は令和15年度を目途に
実施：概算事業費 333百万円）

0百万円 255百万円 255百万円
策定時

エリア構想
策定

民間参入の可能性を含めた
在り方検討

・大規模改修し、存続
（大規模改修の場合は令和13年度を目途に
実施：概算事業費 255百万円）

0百万円 406百万円 406百万円
R6時点

エリア構想
策定

(廃止)
実施設計・
大規模改修
(LED化含む)

道の駅新湊別館として転用

7

大門コミュニ
ティセントー

令和５年度末で廃止し、普通財産化
した上で、民間事業者に無償貸与し
た。普通財産賃貸借契約の契約期間
はR11年末であり、その後施設設備
の存廃を検討する。

2

大門農村環境
改善センター

令和５年度末で廃止し、普通財産化
した上で、民間事業者に無償貸与し
た。普通財産賃貸借契約の契約期間
はR11年末であり、その後施設設備
の存廃を検討する。

3

大島農村環境
改善センター

指定管理者の更新時期を考慮しなが
ら、令和10年度から令和12年度まで
を目途に施設の在り方を検討し、そ
の後の方向性を決定する。

1

新湊農村環境
改善センター

道の駅周辺エリア構想に基づいたリ
ニューアルにより、新湊農村環境改
善センターの機能を一部維持しつ
つ、道の駅新湊別館に転用する。
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産業系施設（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
R6(2024) R7(2025)№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 6百万円 15百万円

R6概算事業費

増減 -6百万円 -15百万円 -20百万円 -29百万円 -50百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 1百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費 40百万円

増減 0百万円 40百万円 12百万円 12百万円

324百万円

10百万円 285百万円

観光まちづくり課 -314百万円 285百万円

1百万円

観光まちづくり課 1百万円

33百万円

6百万円

観光まちづくり課 6百万円 -33百万円

20百万円 324百万円 344百万円
策定時

エリア構想
策定

基本設計 実施設計 大規模改修

0百万円 295百万円 295百万円
R6時点

エリア構想
策定

民間活力
導入に係る
市場調査

整備運営
事業者公募

実施設計・
大規模改修

(LED化含む)
開業

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 1百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 33百万円 33百万円
策定時 空調更新

0百万円 45百万円 45百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

空調更新

4
道の駅新湊

民間活力導入のためのサウンディン
グ調査の結果を踏まえ、DBO方式に
よる大規模改修工事を行い、令和７
年度中のリニューアルオープンを目
指す。

6

いみず観光
情報館 今後、機能やサービスの見直しを含

め、施設の在り方を検討する。

5
川の駅新湊
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学校教育系施設（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費 32百万円

増減 0百万円 -2,108百万円 -2,108百万円 -2,108百万円

概算事業費

R6概算事業費 76百万円

増減 0百万円 76百万円 742百万円 818百万円 818百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 -1,190百万円 1,489百万円 299百万円 299百万円

概算事業費 18百万円

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 2百万円 67百万円

増減 -16百万円 67百万円 51百万円 316百万円 316百万円 367百万円

概算事業費 40百万円

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 3百万円 90百万円

増減 -37百万円 90百万円 54百万円 0百万円 54百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

(2,140百万円)

学校教育課

(2,430百万円)

3,172百万円

学校教育課

(1,190百万円)

(1,489百万円)

学校教育課

(1,580百万円)

(1,896百万円)

学校教育課

学校教育課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 2,140百万円 2,140百万円
策定時 （実施設計・大規模改造等）

0百万円 32百万円 32百万円
R6時点

暫定校舎使用
するための改修

閉校

0百万円 2,430百万円 2,430百万円
策定時 （実施設計・大規模改造等）

0百万円 3,248百万円 3,248百万円
R6時点 実施設計 実施設計

大規模改造等
(LED化含む)

0百万円 1,190百万円 1,190百万円
策定時 （実施設計・長寿命化改良等）

0百万円 1,489百万円 1,489百万円
R6時点

（実施設計・長寿命化改良等）
(LED化含む)

18百万円 1,580百万円 1,598百万円
策定時 空調設備更新 （実施設計・大規模改造等）

69百万円 1,896百万円 1,965百万円
R6時点 実施設計

空調設備更新
（実施設計・大規模改造等）

40百万円 0百万円 40百万円
策定時 空調設備更新

94百万円 0百万円 94百万円
R6時点 実施設計

空調設備更新

1

放生津小学校
（令和7年4月1日から
令和9年3月31日まで

「新湊放生津小学校」
に名称変更）

放生津小学校と新湊小学校の新設統
合により、令和７年４月１日から新
湊放生津小学校を開校する。なお、
統合小学校の位置は現新湊小学校の
位置とするが、大規模改造工事を実
施する間（令和７年度・令和８年
度）は現放生津小学校校舎を暫定使
用する。

2

新湊小学校
（令和9年4月1日から「新

湊放生津小学校」
に名称変更）

9
金山小学校

児童の減少数の推移を注視し、整備
の有無を検討する。なお、実施設
計・長寿命化改良等を実施する場合
は令和12年度から令和18年度までの
７か年で実施。概算事業費は７か年
の合計額

5
堀岡小学校

児童の減少数の推移を注視し、整備
の有無を検討する。なお、実施設
計・大規模改造等を実施する場合は
令和13年度から令和18年度までの６
か年で実施。概算事業費は６か年の
合計額

11
太閤山小学校
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学校教育系施設（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 4百万円 113百万円

増減 -67百万円 113百万円 46百万円 0百万円 46百万円

概算事業費 6百万円 189百万円

R6概算事業費 4百万円 1百万円 262百万円 58百万円

増減 -2百万円 -188百万円 -189百万円 262百万円 58百万円 -2,640百万円 3,167百万円 847百万円 657百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 -2,220百万円 2,717百万円 497百万円 497百万円

概算事業費 5百万円 188百万円

R6概算事業費 4百万円 17百万円

増減 -1百万円 41百万円 40百万円 17百万円 545百万円 562百万円 602百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 -1,560百万円 1,941百万円 381百万円 381百万円

71百万円

学校教育課

2,640百万円

3,167百万円

学校教育課

2,220百万円

2,717百万円

学校教育課

2,750百万円

229百万円 3,295百万円

学校教育課

(1,560百万円) 

(1,941百万円) 

学校教育課

71百万円 0百万円 71百万円
策定時 実施設計・空調設備更新

117百万円 0百万円 117百万円
R6時点 実施設計

空調設備更新

194百万円 2,640百万円 2,834百万円
策定時 実施設計 プール改築 実施設計・長寿命化改良等

5百万円 3,487百万円 3,491百万円
R6時点 実施設計 プール改築 プール改築 LED化 実施設計・長寿命化改良等

0百万円 2,220百万円 2,220百万円
策定時 実施設計・長寿命化改良等

0百万円 2,717百万円 2,717百万円
R6時点

実施設計・長寿命化改良等
(LED化含む)

193百万円 2,750百万円 2,943百万円
策定時 実施設計 プール改築 実施設計・長寿命化改良等

233百万円 3,312百万円 3,545百万円
R6時点 実施設計 プール改築

体育館
LED化

実施設計・長寿命化改良等
（校舎LED化含む）

0百万円 1,560百万円 1,560百万円
策定時 （実施設計・改築・長寿命化改良等）

0百万円 1,941百万円 1,941百万円
R6時点

（実施設計・改築・長寿命化改良等）
(LED化含む)

13
大門小学校

12

中太閤山
小学校

実施設計・長寿命化改良等は令和13
年度から令和18年度までの６か年で
実施。概算事業費は６か年の合計額

6
東明小学校

8
小杉小学校

14
下村小学校 児童の減少数の推移を注視し、整備

の有無を検討する。
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学校教育系施設（3）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 10百万円

増減 10百万円 10百万円 -2,030百万円 2,493百万円 463百万円 473百万円

概算事業費

R6概算事業費 14百万円 (1,971百万円)

増減 14百万円 14百万円 -1,640百万円 1,971百万円 331百万円 345百万円

概算事業費

R6概算事業費 22百万円

増減 22百万円 22百万円 456百万円 456百万円 478百万円

概算事業費 (5百万円) 

R6概算事業費 (3百万円) (304百万円) 

増減 -2百万円 -2百万円 -822百万円 1,128百万円 307百万円 305百万円

概算事業費 184百万円

R6概算事業費 5百万円

増減 30百万円 30百万円 5百万円 5百万円 35百万円

2,030百万円

2,493百万円

学校教育課

(1,640百万円)

学校教育課

2,240百万円

2,696百万円

学校教育課

(1,125百万円) 

(1,128百万円) 

学校教育課

214百万円

学校教育課

0百万円 2,030百万円 2,030百万円
策定時 実施設計・長寿命化改良等

10百万円 2,493百万円 2,503百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計・長寿命化改良等

0百万円 1,640百万円 1,640百万円
策定時

（実施設計・
長寿命化改良等）

14百万円 1,971百万円 1,985百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

（実施設計・
長寿命化改良

等）

0百万円 2,240百万円 2,240百万円
策定時 実施設計・改築・長寿命化改良等

22百万円 2,696百万円 2,718百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計・改築・長寿命化改良等

5百万円 1,125百万円 1,130百万円
策定時  （実施設計）  （大規模改造等）

3百万円 1,432百万円 1,435百万円
R6時点  （実施設計）  （プール改築）

 （実施設計・大規模改造等）
(LED化含む)

184百万円 0百万円 184百万円
策定時 プール改築

214百万円 5百万円 219百万円
R6時点 プール改築 LED化

3
作道小学校 実施設計・長寿命化改良等は令和14

年度から令和20年度までの7か年で
実施。概算事業費は7か年の合計額

7
塚原小学校

児童の減少数の推移を注視し、整備
の有無を検討する。なお、実施設
計・長寿命化改良等を実施する場合
は令和15年度から令和20年度までの
６か年で実施。概算事業費は６か年
の合計額

15
大島小学校

実施設計・改築・長寿命化改良等は
令和13年度から令和16年度までの４
か年で実施。概算事業費は４か年の
合計額

4
片口小学校 児童の減少数の推移を注視し、整備

の有無を検討する。

10
歌の森小学校
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学校教育系施設（4）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 1,175百万円 48百万円

R6概算事業費 217百万円 58百万円

増減 461百万円 -873百万円 217百万円 -194百万円 483百万円 10百万円 493百万円 299百万円

概算事業費 41百万円

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 33百万円 79百万円

増減 -8百万円 -8百万円 79百万円 -170百万円 203百万円 112百万円 104百万円

概算事業費

R6概算事業費 20百万円 3,159百万円

増減 20百万円 20百万円 -2,630百万円 3,159百万円 529百万円 549百万円

概算事業費

R6概算事業費 28百万円 4,405百万円

増減 28百万円 28百万円 -3,670百万円 4,405百万円 735百万円 763百万円

概算事業費 74百万円

R6概算事業費 10百万円 89百万円

増減 10百万円 10百万円 -74百万円 89百万円 15百万円 25百万円

873百万円

1,636百万円 483百万円

学校教育課

170百万円

203百万円

学校教育課

2,630百万円

学校教育課

3,670百万円

学校教育課

学校教育課

2,048百万円 48百万円 2,096百万円
策定時 長寿命化改良等 空調設備更新

1,854百万円 541百万円 2,395百万円
R6時点 長寿命化改良等 長寿命化改良等 空調設備更新

41百万円 170百万円 211百万円
策定時 空調設備更新

実施設計・大規模改造等
（武道館）

33百万円 282百万円 315百万円
R6時点

実施設計
空調設備更新

実施設計・大規模改造等
（武道館）

0百万円 2,630百万円 2,630百万円
策定時 実施設計・長寿命化改良等

20百万円 3,159百万円 3,179百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計・長
寿命化改良等

0百万円 3,670百万円 3,670百万円
策定時 実施設計・長寿命化改良等

28百万円 4,405百万円 4,433百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計・長
寿命化改良等

0百万円 74百万円 74百万円
策定時

空調設備
更新

10百万円 89百万円 99百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

空調設備
更新

21
大門中学校

17

新湊南部
中学校

武道館（木造、平成12(2000)年度整
備）について、建築後30年を目途に
大規模改修を実施

18
射北中学校 実施設計・長寿命化改良等は令和15

年度から令和20年度までの６か年で
実施。概算事業費は６か年の合計額

19
小杉中学校 実施設計・長寿命化改良等は令和15

年度から令和20年度までの６か年で
実施。概算事業費は６か年の合計額

16
新湊中学校
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学校教育系施設（5）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 54百万円 35百万円

R6概算事業費 54百万円 42百万円

増減 0百万円 0百万円 7百万円 7百万円 7百万円

概算事業費

R6概算事業費 6百万円 52百万円 24百万円

増減 6百万円 6百万円 -30百万円 52百万円 24百万円 916百万円 -650百万円 311百万円 317百万円

学校教育課

30百万円 650百万円

916百万円

学校教育課

54百万円 35百万円 89百万円
策定時 大規模改造等

空調設備
更新

54百万円 42百万円 96百万円
R6時点 大規模改造等

空調設備
更新

0百万円 680百万円 680百万円
策定時 ボイラ ー更新 実施設計 大規模改造

6百万円 991百万円 997百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

ボイラー
更新

実施設計 大規模改造

20
小杉南中学校

22

学校給食
センター

学校給食のセーフティーネットを果
たすことから、早期の対応が必要で
ある。
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保育園・幼稚園・認定こども園（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費 (17百万円) 

R6概算事業費 (21百万円) 

増減 0百万円 -17百万円 -347百万円 21百万円 421百万円 77百万円 77百万円

概算事業費 (9百万円)

R6概算事業費 (2百万円) (10百万円)

増減 0百万円 2百万円 -9百万円 -155百万円 198百万円 37百万円 37百万円

概算事業費 11百万円

R6概算事業費 3百万円 13百万円

増減 0百万円 3百万円 -11百万円 -202百万円 258百万円 48百万円 48百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

子育て支援課

(347百万円) 

(421百万円) 

子育て支援課

(165百万円)

(198百万円)

子育て支援課

215百万円

258百万円

子育て支援課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

統廃合要件を満たした場合は、
施設の在り方を検討し、方向性を決定

方向性の実施

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

統廃合要件を満たした場合
は、施設の在り方を検討し、

方向性を決定
R6.3.31廃園

0百万円 365百万円 365百万円
策定時

八幡保育園の方向性を踏まえ、
整備内容を決定

（実施設計） （大規模改修等）

0百万円 442百万円 442百万円
R6時点

八幡保育園の方向性を踏ま
え、整備内容を決定(～R5)

大規模改修又は新築、ある
いは放生津小学校跡地利活
用の方向性も踏まえ、整備

内容を決定(R5～)

（実施設計）
（大規模改修等）

(LED化含む)

0百万円 174百万円 174百万円
策定時 （実施設計） （大規模改修等）

0百万円 210百万円 210百万円
R6時点 （LED化） （実施設計） （大規模改修等）

0百万円 226百万円 226百万円
策定時 実施設計 大規模改修等

0百万円 274百万円 274百万円
R6時点 LED化 実施設計 大規模改修等

2
八幡保育園

R6.3.31廃園
放生津保育園の整備に合わせて解
体。

解体費見込額：37,180千円

1
放生津保育園

8
池多保育園

園児数の推移を踏まえ、整備の有無
を検討する。統廃合要件を満たした
場合は施設の在り方の検討を進め、
方針を決定・実施する。

6
大江保育園
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保育園・幼稚園・認定こども園（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 (10百万円)

R6概算事業費 (2百万円) (12百万円)

増減 0百万円 2百万円 -10百万円 -188百万円 240百万円 44百万円 44百万円

概算事業費

R6概算事業費 6百万円

増減 6百万円 6百万円 0百万円 6百万円

概算事業費

R6概算事業費 3百万円

増減 0百万円 3百万円 3百万円 3百万円

概算事業費

R6概算事業費 5百万円

増減 0百万円 5百万円 5百万円 5百万円

概算事業費

R6概算事業費 4百万円

増減 0百万円 4百万円 4百万円 4百万円

(200百万円)

(240百万円)

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

0百万円 210百万円 210百万円
策定時 （実施設計） （大規模改修等）

0百万円 255百万円 255百万円
R6時点 （LED化） （実施設計） （大規模改修等）

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

6百万円 0百万円 6百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 5百万円 5百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 4百万円 4百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

5
金山保育園

園児数の推移を踏まえ、整備の有無
を検討する。統廃合要件を満たした
場合は施設の在り方の検討を進め、
方針を決定・実施する。

7
千成保育園

4
塚原保育園

3
片口保育園

10

大島南部
保育園

統廃合要件を満たした場合は施設の
在り方の検討を進め、方針を決定・
実施する。
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保育園・幼稚園・認定こども園（3）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 1百万円

増減 1百万円 1百万円 0百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費 14百万円

増減 14百万円 14百万円 0百万円 14百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費 18百万円

増減 18百万円 18百万円 0百万円 18百万円

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

1百万円 0百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

14百万円 0百万円 14百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

統廃合要件を満たしているため、
施設の在り方を検討し、方向性を決定

方向性の実施

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

統廃合要件を満たしているため、
施設の在り方を検討し、方向性を決定

方向性の実施

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

18百万円 0百万円 18百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

11
下村保育園 統廃合要件を満たした場合は施設の

在り方の検討を進め、方針を決定・
実施する。

9

大門きらら
保育園

12
七美幼稚園

13

大門わかば
幼稚園

統廃合要件を満たした場合は施設の
在り方の検討を進め、方針を決定・
実施する。
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幼児・児童施設（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費 10百万円 147百万円

増減 0百万円 10百万円 147百万円 157百万円 157百万円

概算事業費 13百万円 185百万円

R6概算事業費 15百万円 213百万円

増減 0百万円 2百万円 27百万円 29百万円 29百万円

概算事業費

R6概算事業費 1百万円

増減 0百万円 1百万円 1百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費 1百万円

増減 0百万円 1百万円 1百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

こども福祉課

こども福祉課

こども福祉課

こども福祉課

こども福祉課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

今後の在り方を検討し、
方向性 を決定

方向性に基づき整備計画を
策定・実行

0百万円 157百万円 157百万円
R6時点

今後の在り方を検討し、
方向性 を決定

方向性に基づき整備計画を
策定・実行

(LED化含む)

0百万円 198百万円 198百万円
策定時

今後の在り方を検討し、
方向性を決定

方向性に基づき整備計画を策
定・実行（大規模改修の場合
は令和9年度に実施：概算事

業費 198百万円）

0百万円 227百万円 227百万円
R6時点

今後の在り方を検討し、
方向性を決定

方向性に基づき整備計画を
策定・実行（大規模改修の
場合は令和9年度に実施）

(LED化含む)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

近隣施設との複合化を
検討し、方向性を決定

方向性に基づき整備計画を
策定・実行

0百万円 1百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

近隣施設との複合化を
検討し、方向性を決定

方向性に基づき整備計画を
策定・実行

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 1百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

1

海老江児童
センター

2
大島児童館

同館２階（107.03㎡）で放課後児童
クラブを実施している。
1日平均利用者数は児童館部分だけ
で100名を超え、市内児童館中、利
用者数が最も多いことから、改修し
当面の間現行の形態のまま放課後児
童クラブとの存続について検討す
る。

3
太閤山児童館 近隣施設との協議により実施年度が

変更する可能性がある。

4
下村児童館

5
大門児童館
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幼児・児童施設（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 1百万円

増減 0百万円 1百万円 1百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費 12百万円

増減 12百万円 12百万円 0百万円 12百万円

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

保健センター

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 1百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

12百万円 0百万円 12百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

6

とねりこ学級
(片口小学校
放課後児童

クラブ)

7

なでしこ
クラブ

(堀岡小学校
放課後児童

クラブ)

8

ピノキオ学級
Ｂ組

(歌の森小学校
放課後児童

クラブ)

9

ひばり学級
(小杉小学校
放課後児童

クラブ)

10

道の子学級
(作道小学校
放課後児童

クラブ)

11

子ども子育て
総合支援
センター
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保健福祉施設
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 6百万円

R6概算事業費 5百万円 1百万円

増減 -1百万円 -1百万円 1百万円 1百万円 1百万円

概算事業費 22百万円 311百万円

R6概算事業費 6百万円 26百万円 374百万円

増減 6百万円 6百万円 4百万円 62百万円 67百万円 73百万円

概算事業費 41百万円

R6概算事業費 37百万円

増減 -4百万円 -4百万円 0百万円 -4百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

地域福祉課

・大規模改修し、存続（大規模改修の場合は令和11年度を目途に実施：概算事業費 333百万円）

・大規模改修し、存続（大規模改修の場合は令和11年度を目途に実施：概算事業費 400百万円）

保健センター

地域福祉課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

6百万円 0百万円 6百万円
策定時 外壁補修

5百万円 1百万円 7百万円
R6時点 外壁補修

LED化
(民間提案)

0百万円 333百万円 333百万円
策定時

子ども子育て総合支援
センターへの移転も
含めた方向性の検討

・子ども子育て総合支援セン
ターへの移転

6百万円 400百万円 406百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

子ども子育て総合支援
センターへの移転も
含めた方向性の検討

・子ども子育て総合支援セン
ターへの移転

41百万円 0百万円 41百万円
策定時 解体

37百万円 0百万円 37百万円
R6時点 解体

1

いきいき
長寿館

2

射水市保健
センター

大規模改修の場合、施設レイアウト
等を見直す必要がある。また、改修
中の代替場所の確保が課題

ー

小杉ふれあい
センター
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庁舎・その他行政系施設（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費

R6概算事業費 26百万円

増減 26百万円 26百万円 0百万円 26百万円

概算事業費

R6概算事業費 16百万円 22百万円 19百万円 10百万円 18百万円 10百万円

増減 16百万円 16百万円 22百万円 19百万円 10百万円 18百万円 10百万円 79百万円 95百万円

概算事業費 55百万円

R6概算事業費 48百万円 5百万円

増減 -7百万円 5百万円 -1百万円 0百万円 -1百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

防災・資産管理課

防災・資産管理課

学校教育課

市民課

市民課

№ 施設名
概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

26百万円 0百万円 26百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

16百万円 79百万円 95百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

１階空調設備
改修

２階空調設備
改修

冷温水蓄熱槽
防水工事

3階空調設備
改修

空調用チラー
交換工事

55百万円 0百万円 55百万円
策定時

空調設備・EV
制御盤等更新

54百万円 0百万円 54百万円
R6時点

空調設備・EV
制御盤等更新

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

1
市庁舎

2
大島分庁舎

3

布目分庁舎
別館

4

新湊地区
センター 今後の利用状況等を踏まえ、適切な

時期に在り方を検討する。

5

小杉地区
センター 今後の利用状況等を踏まえ、適切な

時期に在り方を検討する。
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庁舎・その他行政系施設（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費 4百万円

増減 0百万円 4百万円 4百万円 4百万円

市民課

市民課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 4百万円 4百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

6

大門地区
センター 今後の利用状況等を踏まえ、適切な

時期に在り方を検討する。

7

下地区
センター 今後の利用状況等を踏まえ、適切な

時期に在り方を検討する。
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消防施設（1）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 2百万円

R6概算事業費 3百万円 60百万円 26百万円 38百万円

増減 1百万円 10百万円 26百万円 37百万円 6百万円 6百万円 43百万円

概算事業費

R6概算事業費 6百万円 18百万円

増減 6百万円 6百万円 -15百万円 18百万円 3百万円 9百万円

概算事業費

空調更新
(民間提案)

R6概算事業費 106百万円 27百万円

増減 106百万円 106百万円 -38百万円 -23千円 27百万円 -34百万円 72百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費 22百万円

R6概算事業費 21百万円

増減 -1百万円 -1百万円 0百万円 -1百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

50百万円 32百万円

消防本部総務課

15百万円

消防本部総務課

38百万円 23百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

52百万円 32百万円 84百万円
策定時 実施設計・空調設備更新  屋上防水

89百万円 38百万円 127百万円
R6時点 実施設計 空調設備更新

LED化
(民間提案)

屋上防水  防水

0百万円 15百万円 15百万円
策定時 屋上防水

6百万円 18百万円 24百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

屋上防水

0百万円 61百万円 61百万円
策定時

 実施設計・
 空調設備更新

屋上防水

106百万円 27百万円 133百万円
R6時点 屋上防水LED化

(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

22百万円 0百万円 22百万円
策定時 大規模改修

21百万円 0百万円 21百万円
R6時点 大規模改修

1
射水消防署 施設設備の修繕を行い、長寿命化を

図る。

3

射水消防署
大門出張所 施設設備の修繕を行い、長寿命化を

図る。

2
新湊消防署 施設設備の修繕を行い、長寿命化を

図る。

4

新湊消防署
東部出張所

平成30年度に長寿命化に向けた大規
模改修工事を実施。引き続き予防修
繕に努める。

10

消防団
片口分団屯所

令和３年に大規模改修工事を実施
後、長寿命化に向け予防修繕に努め
る。
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消防施設（2）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 1百万円 33百万円

R6概算事業費 1百万円 47百万円

増減 0百万円 14百万円 14百万円 0百万円 14百万円

概算事業費 1百万円 23百万円 4百万円

R6概算事業費 1百万円 34百万円 3百万円

増減 0百万円 11百万円 -1百万円 10百万円 0百万円 10百万円

概算事業費 4百万円

R6概算事業費 2百万円 58百万円 8百万円

増減 -55百万円 58百万円 3百万円 4百万円 4百万円 7百万円

概算事業費 3百万円 60百万円 （建替の場合）

R6概算事業費 2百万円 73百万円 9百万円

増減 -1百万円 -1百万円 13百万円 9百万円 22百万円 21百万円

概算事業費 1百万円 27百万円 （改修の場合）

R6概算事業費 33百万円

増減 0百万円 -1百万円 6百万円 4百万円 4百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

57百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

34百万円 0百万円 34百万円
策定時 実施設計・補修増築

48百万円 0百万円 48百万円
R6時点 実施設計 補修増築

28百万円 0百万円 28百万円
策定時 実施設計・移転改修

解体・
借地返還

38百万円 0百万円 38百万円
R6時点 実施設計 移転改修

解体・
借地返還

57百万円 4百万円 61百万円
策定時 実施設計・移転建替 解体

60百万円 8百万円 68百万円
R6時点 実施設計 移転建替

旧屯所
解体

3百万円 60百万円 63百万円
策定時 実施設計

大規模改修
又は建替

2百万円 82百万円 84百万円
R6時点 実施設計

移転建替
(LED化含む)

旧屯所
解体

0百万円 29百万円 29百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 33百万円 33百万円
R6時点 改修試算

大規模改修
(LED化含む)

11

消防団
七美分団屯所

令和４年度に七美コミセン解体に合
わせ、屯所部分の補修・増築を実
施。長寿命化に向け予防修繕に努め
る。

28

消防団
二口分団屯所

令和５年度に旧大門庁舎車庫棟を改
修し機能を移転。長寿命化に向け予
防修繕に努める。

6

消防団
新湊分団屯所

令和５年度に移転建替えを実施。令
和６年度に旧屯所を解体。長寿命化
に向け予防修繕に努める。

12

消防団
堀岡分団屯所 令和６年度に移転建替えを実施。令

和７年度に現在の屯所を解体予定。

21

消防団
池多分団屯所 令和７年度に改修を行い長寿命化を

図る。
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消防施設（3）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費 1百万円 76百万円 （改修の場合）

R6概算事業費 1百万円 90百万円

増減 0百万円 0百万円 14百万円 14百万円 14百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：38百万円
建替：60百万円

R6概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：46百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 0百万円 12百万円 （建替の場合） 12百万円 12百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：35百万円
建替：60百万円

R6概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：42百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 0百万円 12百万円 （建替の場合） 12百万円 12百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：39百万円
建替：60百万円

R6概算事業費 1百万円
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：47百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 1百万円 0百万円 12百万円 （建替の場合） 13百万円 13百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

0百万円 77百万円 77百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 91百万円 91百万円
R6時点 実施設計

大規模改修
(LED化含む)

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 75百万円 75百万円
R6時点 実施設計

大規模改修
又は建替

(LED化含む)

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 75百万円 75百万円
R6時点 実施設計

大規模改修
又は建替

(LED化含む)

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 76百万円 76百万円
R6時点 LED化 実施設計

大規模改修
又は建替

24

消防団
大門分団屯所 令和８年度に改修を行い長寿命化を

図る。

29

消防団
大島分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

26

消防団
浅井分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

18

消防団
金山分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

34



消防施設（4）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：39百万円
建替：60百万円

R6概算事業費 1百万円
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：47百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 1百万円 0百万円 12百万円 （建替の場合） 13百万円 13百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：32百万円
建替：60百万円

R6概算事業費 1百万円
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：38百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 1百万円 0百万円 12百万円 （建替の場合） 13百万円 13百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：30百万円
建替：60百万円

R6概算事業費 1百万円
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：36百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 1百万円 0百万円 12百万円 （建替の場合） 13百万円 13百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：39百万円
建替：60百万円

R6概算事業費 0百万円
改修：1百万円
建替：3百万円

改修：47百万円
建替：72百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円 12百万円 12百万円 12百万円

概算事業費
改修：1百万円
建替：3百万円

R6概算事業費 0百万円
改修：1百万円
建替：3百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円 1百万円 1百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 76百万円 76百万円
R6時点 LED化 実施設計

大規模改修
又は建替

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 76百万円 76百万円
R6時点 LED化 実施設計

大規模改修
又は建替

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 76百万円 76百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計
大規模改修
又は建替

0百万円 63百万円 63百万円
策定時

実施設計・
大規模改修又は建替

0百万円 75百万円 75百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計
大規模改修
又は建替

0百万円 3百万円 3百万円
策定時

実施設計・
大規模改修
又は建替

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

実施設計

15

消防団
戸破分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

25

消防団
櫛田分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

27

消防団
水戸田分団

屯所
予防修繕に努めながら、整備方法に
ついて協議する。

16

消防団
三ケ分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

30

消防団
下分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

（建替の場合）
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消防施設（5）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 1百万円

増減 0百万円 1百万円 1百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費 0百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費 1百万円

増減 0百万円 1百万円 1百万円 1百万円

概算事業費

R6概算事業費 0百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費 0百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円 0百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 1百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 1百万円 1百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

23

消防団
中・南太閤山

分団屯所
予防修繕に努めながら、整備方法に
ついて協議する。

20

消防団
黒河分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

17

消防団
橋下条分団

屯所
予防修繕に努めながら、整備方法に
ついて協議する。

19

消防団
大江分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

8

消防団
塚原分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。
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消防施設（6）
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

短期 中期（前半） 中期（後半）
№ 施設名

概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

概算事業費

R6概算事業費 0百万円

増減 0百万円 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費

R6概算事業費

増減 0百万円 0百万円 0百万円

概算事業費 4百万円

R6概算事業費 0百万円

増減 -4百万円 -4百万円 0百万円 -4百万円

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

消防本部総務課

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

4百万円 0百万円 4百万円
策定時

旧分団屯所
解体

0百万円 0百万円 0百万円
R6時点

旧分団屯所
所管替え

13

消防団
海老江分団

屯所
予防修繕に努めながら、整備方法に
ついて協議する。

22

消防団
太閤山分団

屯所
予防修繕に努めながら、整備方法に
ついて協議する。

5

消防団
放生津分団

屯所
予防修繕に努めながら、整備方法に
ついて協議する。

7

消防団
庄西分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

14

消防団
本江分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。

9

消防団
作道分団屯所 予防修繕に努めながら、整備方法に

ついて協議する。
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供給処理施設
実施時期

年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 970百万円

R6概算事業費 970百万円 18百万円

増減 0百万円 0百万円 18百万円 18百万円 18百万円

概算事業費

R6概算事業費 7百万円

増減 0百万円 7百万円 7百万円 7百万円

概算事業費

LED化
(民間提案)

R6概算事業費 13百万円

増減 13百万円 13百万円 500百万円 500百万円 513百万円

概算事業費 70百万円 630百万円

R6概算事業費 2百万円 5百万円 111百万円 1,001百万円

増減 2百万円 5百万円 41百万円 48百万円 371百万円 371百万円 419百万円

概算事業費 1 に含む

R6概算事業費 1 に含む 3百万円

増減 0百万円 3百万円 3百万円 3百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

環境課

環境課

 1,000百万円

 1,500百万円

環境課

環境課

環境課

№ 施設名
概算事業費

短期計
概算事業費

中期計
概算事業費

総合計
特記事項

970百万円 0百万円 970百万円
策定時

基幹的設備改良

（R1～R3）
広域化も視野に入れた

施設整備の方向性を検討

970百万円 18百万円 988百万円
R6時点

基幹的設備改良

（R1～R3）
LED化

(民間提案)
広域化も視野に入れた

施設整備の方向性を検討

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

0百万円 7百万円 7百万円
R6時点

LED化
(民間提案)

0百万円 1,000百万円 1,000百万円
策定時

整備方針
決定

計画策定
設計・環境
影響評価

設計・環境
影響評価

整備

13百万円 1,500百万円 1,513百万円
R6時点

整備方針
決定

計画策定

設計・環境
影響評価

設計・環境
影響評価 埋立地整備

70百万円 630百万円 700百万円
策定時

長寿命化
総合計画

策定

環境影響
評価・発注
仕様書作成

規模縮小化･
長寿命化

規模縮小化･
長寿命化

118百万円 1,001百万円 1,119百万円
R6時点

長寿命化
総合計画

策定

発注仕様書
作成

基幹的設備
改良工事

基幹的設備
改良工事

0百万円 0百万円 0百万円
策定時

基幹的設備改良

（R1～R3）

0百万円 3百万円 3百万円
R6時点

基幹的設備改良

（R1～R3）
LED化

(民間提案)

1

クリーンピア
射水

2
ミライクル館

3

野手埋立
処分所 埋立容量約55,000㎥を想定（15年間

の供用分）

4
衛生センター

処理能力の適正化及び延命化を目的
として設備装置の更新・改修等の工
事を行いR7年度供用開始から15年間
の稼働を想定している。併せて処理
棟の照明は、LED化を実施する。
（管理棟のLEDは工事対象外）

5

クリーンピア
射水

温浴施設
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その他施設
実施時期
年度 R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031) R14(2032) R15(2033)

概算事業費 62百万円

R6概算事業費 59百万円

増減 -3百万円 -3百万円 0百万円 -3百万円

概算事業費 1百万円

R6概算事業費 1百万円 6百万円 30百万円 20百万円

増減 0百万円 -32百万円 -32百万円 6百万円 30百万円 20百万円 56百万円 24百万円

短期 中期（前半） 中期（後半）

環境課

32百万円

生活安全課

№ 施設名
概算事業費
短期計

概算事業費
中期計

概算事業費
総合計

特記事項

62百万円 0百万円 62百万円
策定時 旧斎場解体

（新斎場稼働）

59百万円 0百万円 59百万円
R6時点 旧斎場解体

（新斎場稼働）

33百万円 0百万円 33百万円
策定時 実施設計・改修等

1百万円 56百万円 57百万円
R6時点

事務室
空調取替

駅舎雨漏補修
こ線橋・駅舎改
修設計

こ線橋改修
駅舎改修
(LED化含む)

1
斎場 令和３年４月１日から新斎場の供用

を開始

2

小杉駅南口
駅舎 築後30年近く経過し、相応の修繕・

長寿命化工事が必要。
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概算事業費まとめ

（前半） （後半）
年度 （R3～R5） （R6～R10） （R11～R15）

策定時 747百万円 457百万円 658百万円 1,115百万円 1,862百万円

R6時点 781百万円 722百万円 877百万円 1,599百万円 2,380百万円

増減計 34百万円 265百万円 219百万円 484百万円 518百万円

策定時 28百万円 0百万円 0百万円 0百万円 28百万円

R6時点 7百万円 12百万円 0百万円 12百万円 19百万円

増減計 -21百万円 12百万円 0百万円 12百万円 -9百万円

策定時 0百万円 0百万円 0百万円 0百万円 0百万円

R6時点 86百万円 0百万円 0百万円 0百万円 86百万円

増減計 86百万円 0百万円 0百万円 0百万円 86百万円

策定時 77百万円 0百万円 0百万円 0百万円 77百万円

R6時点 102百万円 51百万円 0百万円 51百万円 153百万円

増減計 25百万円 51百万円 0百万円 51百万円 76百万円

策定時 114百万円 394百万円 1,703百万円 2,097百万円 2,211百万円

R6時点 67百万円 177百万円 1,364百万円 1,540百万円 1,608百万円

増減計 -47百万円 -218百万円 -339百万円 -557百万円 -603百万円

策定時 1,646百万円 7,202百万円 611百万円 7,813百万円 9,459百万円

R6時点 1,774百万円 7,710百万円 4,732百万円 12,442百万円 14,216百万円

増減計 128百万円 507百万円 4,122百万円 4,629百万円 4,757百万円

策定時 20百万円 357百万円 532百万円 889百万円 910百万円

R6時点 0百万円 752百万円 333百万円 1,085百万円 1,085百万円

増減計 -20百万円 395百万円 -199百万円 196百万円 175百万円

策定時 2,848百万円 16,085百万円 14,767百万円 30,852百万円 33,700百万円

R6時点 2,786百万円 12,618百万円 23,609百万円 36,227百万円 39,013百万円

増減計 -62百万円 -3,467百万円 8,842百万円 5,375百万円 5,313百万円

中期

施設分類
実施時期 短期

合計
計

コミュニティセンター

その他集会施設

文化施設

図書館

博物館等

スポーツ・レクリエーション系施設

産業系施設

学校教育系施設
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（前半） （後半）
年度 （R3～R5） （R6～R10） （R11～R15）

中期

施設分類
実施時期 短期

合計
計

策定時 0百万円 373百万円 601百万円 974百万円 974百万円

R6時点 38百万円 461百万円 732百万円 1,193百万円 1,231百万円

増減計 38百万円 88百万円 131百万円 218百万円 256百万円

策定時 0百万円 198百万円 0百万円 198百万円 198百万円

R6時点 12百万円 388百万円 0百万円 388百万円 400百万円

増減計 12百万円 189百万円 0百万円 189百万円 201百万円

策定時 47百万円 22百万円 311百万円 333百万円 380百万円

R6時点 48百万円 27百万円 374百万円 401百万円 450百万円

増減計 1百万円 6百万円 62百万円 68百万円 69百万円

策定時 55百万円 0百万円 0百万円 0百万円 55百万円

R6時点 96百万円 83百万円 0百万円 83百万円 179百万円

増減計 41百万円 83百万円 0百万円 83百万円 124百万円

策定時 200百万円 406百万円 315百万円 721百万円 921百万円

R6時点 370百万円 430百万円 403百万円 833百万円 1,203百万円

増減計 170百万円 24百万円 88百万円 112百万円 282百万円

策定時 1,040百万円 1,630百万円 0百万円 1,630百万円 2,670百万円

R6時点 1,101百万円 2,528百万円 0百万円 2,528百万円 3,629百万円

増減計 61百万円 898百万円 0百万円 898百万円 959百万円

策定時 95百万円 0百万円 0百万円 0百万円 95百万円

R6時点 60百万円 56百万円 0百万円 56百万円 116百万円

増減計 -35百万円 56百万円 0百万円 56百万円 21百万円

策定時 6,917百万円 27,126百万円 19,497百万円 46,623百万円 53,540百万円

R6時点 7,329百万円 26,015百万円 32,423百万円 58,438百万円 65,767百万円

増減計 412百万円 -1,111百万円 12,926百万円 11,815百万円 12,226百万円

保育園・幼稚園・認定こども園

幼児・児童施設

保健福祉施設

庁舎・その他行政系施設

消防施設

供給処理施設

その他施設

合計
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放生津小学校の跡地利活用基本方針の骨子案について 
 
１ 基本方針策定の趣旨 
  放生津小学校と新湊小学校の統合に伴い、現在の放生津小学校は令和 8 年度末に校舎と

しての役目を終える。市はこれまで、統合後速やかに跡地の利活用が開始できるよう、学
校の在り方検討と並行して利活用方策の検討を進めてきた。 

基本方針は、これまで進めてきた取組内容を踏まえ、公的な利活用及び民間事業者によ
る利活用の基本的な考え方や今後の方針等を示すものである。 

 
２ 基本方針の骨子案 

１ はじめに 
１－１ 背景と目的 
１－２ これまでの経緯 

 （※1）トライアル・サウンディング制度  
民間事業者が、本市が保有・管理する公共施設及び未利用市有地等の利活用に関す

る事業提案を検討する際、提案しようとする物件の立地条件や使い勝手、事業の採算
性等を調査するため、暫定的に物件を使用して事業を実施できる制度 

（※2）放生津小学校跡地利活用委員会（跡地利活用委員会） 
令和５年１２月に地域住民で自主的に組織された専門委員会 
 

 年 月 内 容
 令和 5 年 ８月 ３地域振興会（放生津・新湊・庄西）連絡会との意見交換会
 ９月 放生津地域振興会による地域住民アンケートの実施
 １１月 民間事業者へのオンラインニーズ調査の実施
 １１月 学校利活用講演会の開催
 １１月 民間事業者によるトライアル・サウンディング（※1）事業の実施
 令和６年 １月 放生津小学校跡地利活用委員会（※2）との意見交換会
 １月 公的不動産利活用対策検討委員会（庁内会議）
 ２月 跡地利活用委員会との意見交換会 

３地域振興会連絡会との意見交換会
 ４月 ニュースレターVol.１の発行
 ５月 公的不動産利活用対策検討委員会
  ７月 民間事業者によるトライアル・サウンディング事業の実施
 ７月 第１回市民ワークショップの開催
 ９月 第２回市民ワークショップの開催
 １０月 第３回市民ワークショップの開催
 １１月 公的不動産利活用対策検討委員会 

跡地利活用委員会及び関係地域振興会との意見交換

財務管理部公共施設マネジメント推進課 資料２ 
１２月定例会 総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日
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２ 校舎等の概要 
２－１ 校舎等の概要 
２－２ 体育館・グラウンドの開放事業による利用状況 

 
３ 地域の現状と課題 

３－１ 放生津の歴史 
奈良時代から続く放生津の歴史を紹介 

３－２ 放生津の現状 
人口減少や少子高齢化、空き家の増加など地域の現状と地域課題を整理 

 
４ 地域ニーズの把握 

放生津地域振興会による地域住民アンケートの実施や市主催の市民ワークショップの
開催などで出た主な意見 
(1) 全般事項 

・地域の皆が利用でき交流が生まれるコミュニティの場所 
・内川の観光地化に合わせていろんな人が交流できる場所 
・放生津の歴史や文化を広め、伝える場所 
・避難・防災施設 

(2) 校舎 
・放生津・新湊地域の獅子舞ミュージアム等 
・美術、歴史（放生津城）、民族資料展示施設 
・コミュニティセンターの移設 
・放生津保育園の移設 
・学習スペース 
・図書館、本屋 
・若手クリエーターや若手企業のオフィス 
・宿泊、合宿施設 

(3) 体育館・ピロティ、グラウンド 
・寄席などのイベントスペース 
・マルシェやスポーツができる芝生公園（広場）  など 
 

５ 民間ニーズの把握 
令和５年度に実施した民間事業者へのオンラインニーズ調査で出た主な意見 
・農業や漁業等の地域特性を生かした学びや人材育成の場 
・不登校児向けやフリースクール等の子どもの居場所 
・宿泊可能なことで集中的に作品作りができるアトリエ 
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・ビジネスホテル等とは異なる形態の短・中期の宿泊施設 
・地域の特性を生かした文化と観光の拠点 
・シンデレラ等にまつわるテーマパーク施設  など 

 
６ 基本的な考え方 

６－１ 利活用のテーマ 
  これまで取り組んできた地域や民間事業者のニーズ調査で得られた「学び・居場所・

つながる・歴史」のキーワードを軸に、基本方針策定に向け利活用のテーマを検討し
設定する 

６－２ 公的な利活用 
本市の政策課題や地域課題の解決に留意しつつ、地域ニーズや公的不動産利活用対

策検討委員会（庁内会議）等での検討を踏まえた主な利活用方策を整理 
(1) 地域ニーズの高い災害時の避難施設や防災施設としての機能 
(2) 地域の特色を生かした多様な「学び」が得られる保育園機能 
(3) グラウンドを利活用した公園（広場）機能 

６－３ 民間による利活用 
公的な利活用に係る民間活力の活用も含め、利活用のテーマに沿った活用が期待で

きる民間事業者の掘起しや安定的に事業継続ができる運営事業者の選定を進める考え
方を整理 

 ６－４ 整備・運営の事業手法 
   資金の調達主体や施設の所有権の取扱い、事業の範囲等に関し、従来型の公設公営

に加えて、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の特徴等を整理 
 
７ 周辺エリアへの効果 

   具体的な利活用のイメージを例示しつつ、将来に期待する周辺エリアへの波及効果を
整理 

 
８ 今後の取組 
  今後の取組方針や想定スケジュールを整理 

 
 
 
 
 
 

R9
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

議会

地域

民間事業者

市

R6 R7 R8年度

●   サウンディング型市場調査

地域の意向を踏まえ継続的に意見交換・協議

●基本方針案報告

●ニュースレター発行
●基本方針案報告

●基本方針案検討

●ニュースレター発行

●ニュースレター発行●ニュースレター発行

●結果共有

●結果報告 ●予算要求

●   公募型プロポーザル実施

●実施報告 ●結果報告

●結果共有

●結果報告

●基本協定締結

●契約に関する議決

●契約

●
改
修
工
事
開
始

トライアル・サウンディング事業の実施

●ニュースレター発行



令和６年度 公共施設及び未利用市有地等に関する 
民間提案事業の審査結果について 

 
１ 事業概要 
  本市が保有・管理する公共施設等の利活用や維持管理に関して、民間事業者のア

イデアやノウハウを活かした提案を広く募集し、市民サービスの向上、地域経済の
活性化及び本市の財政負担の軽減などに資するもの。 

 
２ 事業の経緯 

 
３ 協議対象提案の選定 
  外部有識者及び市職員の計６名で構成する審査委員会（委員長：富山高等専門学

校 長谷川博教授）を設置し、審査を行った結果、提出のあった２件全てを「協議
対象提案」として選定した。 

 
４ 協議対象提案一覧 

公共施設の脱炭素化に関する提案（２件） 

                                ※五十音順 
 
５ 今後の進め方 
  提案事業者と基本協定を締結の上、詳細協議を行い、協議が整った場合に契約を

締結する。契約に当たり、予算措置等が必要な事業については、議決後に契約を締
結する。

 ５月７日～ ８月３０日 募集要項の公表、事前面談・現地調査等の実施（８件）
 １０月１日～１０月１０日 提案書等の受付（計２件の提案を受付）
 １０月２９日 審査委員会

 No. 代表事業者 提案名 提案概要
 １ トクラグローバ

ルソリューショ
ン株式会社

コーティング等の技
術活用による空調費
削減

公共施設の遮熱断熱コーティング等に
よる省エネルギー化の実現

 ２ 北国総合リース
株式会社

まるっといみずＬＥ
Ｄ化事業２

街路灯のＬＥＤ化による財政負担の軽
減と省エネルギー化の実現

財務管理部公共施設マネジメント推進課 資料 3 
１２月定例会 総務文教常任委員会 

令和 6 年１２月１３日



射水市少年育成センターの今後の在り方について 

 

射水市少年育成センターは、少年の健全な育成を期することを目的に、街頭巡

回活動や広報活動を行ってきた。この活動により、少年が犯罪に巻き込まれるリ

スクを未然に防ぐなど、多大な貢献があったものと考える。しかしながら、昨今

の活動状況をみると、社会環境や少年行動の変容により、街頭巡回活動における

声かけや補導を行う事案が減少している状況である。 

このことからアンケート調査を実施し、本センターの今後のあり方について検

討するもの。 

 

１　アンケート調査の概要 

（１）調査先等　 

射水市少年補導委員：７６人（学校教諭２１人　地域振興会推薦５５人） 

　　　回答率：５５．３％（４２人） 

　　　調査項目：活動参加回数、街頭巡回活動、啓発活動、新たな活動提案、 

類似活動団体への参加、活動の継続・廃止　６項目 

（２）調査結果 

　　　・街頭巡回活動や啓発活動等に約７割の委員の方が参加している。 

　　　・夜間巡回活動を行っているが、子どもたちが出歩いていないこと、行動

の多様化（習い事やスポーツ等）等により、声かけ事案が減少している。 

　　　・イベント等での啓発チラシの配布等を行っているが、あまり効果がない。 

　　　・チラシ配布よりも、全児童生徒に配布しているタブレット端末等を活用

し、学校を通じて周知するほうが効果が大きい。 

　　　・類似の活動を行っている団体に、約２割の方が参加している。 

　　　・類似団体の活動と趣旨が重なることから、半数以上の方が活動を取りや

める方がよいと考えている。 

 

２　本センターの今後の在り方 

　　本センターの取組は、少年の健全育成に多大な貢献があったと考えるが、昨

今のＩＣＴ機器の普及等により、外出しなくても友達等と繋がることができ、

街頭巡回活動の役割が薄れてきている。また、県警の少年警察ボランティアや

地域ぐるみ防犯活動を推進する青色回転灯装着車（青パト）活動、青少年の健

全育成活動を支援する青少年育成射水市民会議等が組織され、本センターと類

似の活動を行っている。 

　　本センターの活動の取りやめを半数以上の方が容認している状況であり、令

和６年度末の本センターの廃止に向け調整を図るとともに、時代に合った青少

年育成活動を推進してまいる。

教育委員会事務局学校教育課 資料１ 
１２月定例会 総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日



教育委員会事務局生涯学習・スポーツ課資料１ 
１２月定例会 総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日
 

フットボールセンター復旧工事の進捗状況等について 
 
１　復旧状況について 
　　フィールドの人工芝及びその下部にあるアスファルトを撤去し、被害状況を確認した上

で、以下のとおり復旧を進めている。 

 
２　フィールド再開に向けた今後のスケジュール（案） 

  令和７年１月下旬 マリンフィールドＪＦＡ人工芝公認ピッチ検査 
（検査を終えたフィールドから順次、再開予定） 
ブリッジフィールドＪＦＡの下地検査 

３月   ブリッジフィールド人工芝敷設 
ブリッジフィールドＪＦＡ人工芝公認ピッチ検査 

 
３　今後の施設運営について 
（１）ネーミングライツ等の取り扱いについて 

施設の利用を一部休止しており、広告効果が得られないことを考慮し、ネーミングライ
ツ及び有料広告とも人工芝フィールド 2 面が再開するまで料金を徴収しないこととして
いる。 

 
（２）指定管理者制度の導入時期について（案） 

フットボールセンターが開業（令和４年４月２９日）してから通常運営できた期間が２
年に満たず、指定管理料の積算根拠（特に収入面）が少ないことに加え、再開後の利用状
況が、休業前と同様となるか不明であることから指定管理者制度の導入を令和８年度から
としたい。また、令和７年度は現施設管理運営業務委託事業者の委託期間を１年延長する
ことを検討している。なお、本年度は委託事業者に対し、経費を抑えた施設運営を行うよ
う協議しており、変更契約を行うこととしている。

 復旧箇所 進捗状況等
 

マリンフィールド 
（北側）

人工芝フィールド
不陸整正及びアスファルト舗装が完了し、
ＪＦＡ（日本サッカー協会）の下地検査を受
け、年内に人工芝を敷設予定

 防球ネット、外周側溝 復旧済
 

ブリッジフィールド 
（南側）

人工芝フィールド
路盤面の一部亀裂箇所について地盤改良を
実施後、不陸整正を行い、年内にアスファル
ト舗装予定

 防球ネット、外周側溝 復旧済
 

駐車場
北側 年内に復旧予定

 南側 令和７年３月下旬までに復旧予定



教育委員会事務局生涯学習・スポーツ課資料２ 
１２月定例会 総務文教常任委員会 

令和６年１２月１３日

 

元旦マラソン事業の見直しについて 

 

１　趣　旨 

公益財団法人射水市スポーツ協会が例年１月１日に開催していた射水市元旦

マラソン（新湊、大門）について、各地区体育・スポーツ団体へボランティアの

協力依頼を行ったところ、大会運営に必要な人数を大幅に下回る回答であり、今

後も人員の確保が難しい状況になっている。加えて、コースの安全管理に関する

基準は年々厳しくなる傾向にある。 

 また、コロナ禍以降の参加人数も減少傾向にあることから元旦マラソン事業

を本年度で廃止し、次年度以降から代替事業として誰もが参加できる新たな事

業の実施について検討することとしている。 

 

 

２　参　考 

（１）参加人数の推移                     （単位：人） 

※令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止、令和３年度は大雪のため中

止 

 

（２）これまでの開催実績 

・新湊会場 ６０回 

  ・大門会場 ４６回

 
平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 4 年度 令和 5 年度

 
新湊会場 ４９３ ４７３ ４１６ ２４２ ２６６

 
大門会場 ３５１ ３１１ ２６７ ２２４ ２４６


